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鳥 谷 智 文

1 . は じめ に

石 見 地 域 にお け る産 業 の特 徴 につ い て は 、神 山典 之 氏 に よ る古 田氏 支 配 の元 和 5 年 (1619)

段 階 にお け る指 摘 が あ る七 氏 は 、 邑智 • 那 賀 • 美 濃 郡 の産 業 につ い て 、小物 成 帳 の記 載 よ

り、 17 世 紀 初 頭 にお い て 邑智 郡 で は銀 役 や 鉄 穴役 が多 い こ とか ら、 た た ら製 鉄 業 が主 要 な

産 業 とな っ て お り、那 賀 郡 、美 濃 郡 で は釣 舟役 • 鰐 舟 役 な どの漁 業 、塩 浜役 にみ られ る よ

うな製 塩 、舟 役 な どの船舶 に よ る流 通 が あ った こ とを指 摘 した。

本 稿 で は、 そ の後 の石 見 地域 にお け る産 業 の特 徴 を 「明治 二年 旧浜 田藩 引継 雑 款 」 ( 島

根 県 立 図書館 所 蔵 ) 所 収 の 「明 治 二年 巳小 物成 浮 役 諸 運 上根 帳 七組 之 内第 一 」 (県 浜 田引

-02-09) 、 「明治 二 年 巳小 物成 浮 役 諸 運 上 根 帳 七組 之 内第 二 」 (県 浜 田引P 2-08) 、 「明治 二

年 町 浦 巳小 物 成 浮 役 諸 運 上根 帳 戴 冊 之 内附録 」 (県 浜 田引•02-018) を も とに、特 に工業 生

産 物 の特 徴 につ い て示 し、 そ の 後 の 明治 期 にお け るた た ら製 鉄 業 の盛 衰 と地 域 の変 貌 を 中

心 に検 討 す る。 これ らの史 料 3 点 は 、小 物 成 の名 称 や 数 値 が 必 ず しも一 致 して お らず 、 関

連性 につ い て若 干 の 問題 が あ るが 、 これ らの史 料 を利 用 す る こ とで 、村 浦 の産 業 の特 色 を

指 摘 す る こ とが で き る とい う点 につ い て 有 効 で あ り、数 値 の相 違 を 了解 した 上 で の指 摘 で

あ る こ とを予 め断 ってお く。

ま た 、 上 記 史料 を分 析 す るに あた り、 浜 田藩 領 の村 浦 の位 置 に 関 して 図 1 及 び 図 2 を本

稿 の 末 尾 に示 した。 地 図上 に は村名 と村 番 号 を付 し、 お お よそ の位 置 が分 か る よ うに して

い る。 分 析 で利 用 す る表 に は、 地 図上 の村 番 号 を示 し、地 図 上 の村 浦 の位 置 を把 握 しや す

く して い る。

2 . 明治 初 年 石 見 地 域 (浜 田藩 領 ) にお け る工業 生 産 物 の特徴

「明 治 二年 町 浦 巳小 物 成 浮 役 諸 運 上 根 帳 話 冊 之 内 附録 」 の巻 末 に 「明治 二 巳年 小 物 成

諸 連 上 惣 括 帳 」 が 綴 じ込 まれ て お り、浜 田藩 領 にお け る小 物 成 運 上 が記 され て い る。 小 物

成 運 上 の 品 目別 に税 額 を概 観 す る と、表 1 にみ え る よ うに、 「薪 銀 」 が最 も高 い こ とが わ か

る。 注 目 され るの は 、 「銅 籠 」、 「小 鉄 運 上 」、 「鎖 山」、 「鉄 穴」、 「釦 役 」、 「恵 口銅 井鍛 冶屋 冥

加 」 とい っ た た た ら製 鉄 業 に関係 す る と考 え られ る税 が上位 を 占め て い る こ とで あ る。 関

係 す る と考 え られ る項 目の税 額 を合 計 す る と約 36 貫 294 欠 に な り、浜 田藩領 で の小 物 成 運

上 中、 大 きな位 置 を 占めて い る とい え よ う。 また 、 「出入 津 請 役 」、 「廻 船 」 とい った海 運 を

利 用 した 流 通 に 関係 す る と思 われ る税 も上位 に あ る。

手 工業 で は、 「蠟 板 場 」、 「大 工 」、 「木 挽 」、 「桶 屋 」、 「丸 物 」、 「瓦 」、 「製 紙 」、 「畳表 」 な ど

の税 が み られ 、漁 業 で は 「儀 網 」、 「大敷 (網 ) 」、 「干無 」 な どがみ られ る。

これ らの 品 目は 、 あ くま で も税 額 で あ り、生 産 、販 売 を示 す もの で は ない が 、 それ ぞ れ

の産 業 の 隆盛 を示 す 一 指標 と して有 効 で あ る と考 えれ ば 、 た た ら製 鉄 業 が大 き な ウェイ ト

を 占め て い る とい え よ う。 以 下 、た た ら製 鉄 業 の小 物成 運 上 な ど主 た る品 目を検 討 す る。

1 神 山典 之 「古 田重治 浜 田入府 の石 高 につ いて」『亀 山』第 28 - 29 号 、浜 田市文化財 愛護会 、2002«
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2 . 1 た た ら製 鉄 業 に関す る小 物 成 運 上 の地 域 別 分 布

石 見 地 域 にお け るた た ら製 鉄 業 に 関 して は 、各 地 域 の市 町村 史 な どに記載 が あ る2。

元 和 5 年 (1619) 段 階 で の小 物 成 で は 、鎖 役 や 鉄 穴役 が課 され てお り、 邑智 郡 内 の矢 上

村 、 中 ノ村 、井 原 村 、 市 山村 、 日和 村 、八 日市 村 、亀 谷 村 、 出羽 村 、 高 見 村 、市 木 村 、 因

原 村 、鹿 賀 村 、 田津 村 、八 色 石 村 、布 施 村 が あが って い る% いず れ の村 も山間部 に位 置 し

てお り、 た た ら製 鉄 業 が 、 この時期 に既 に産 業 と して あ った こ とが わ か る。

表 2 で は、「明治 二年 巳小物 成 浮 役 諸 運 上根 帳 七組 之 内第 一 」及 び 「同 七組 之 内第 二 」

か ら鎖 山運 上 を示 した。 表 2 に よ る と、鎖 山運 上 は、 邑智 郡 日和村 293 勿 8 分 3 厘 、 田津

村 342 以 7 分 2 厘 、 中野 村 280 鬼 5 分 、市 木 村 1 貫 989 勾 2 厘 、上 田所 村 877 鬼 2 分 、

下 田所 村 805 勾 8 分 とあ り、 これ らの村 々 に課 せ られ た税 額 が他 村 と比較 して高 い。 特 に

市 木 村 、 上 田所 村 、 下 田所 村 は 、 際 だ った税 額 で あ る。 矢 上村 は、56 鬼 1 分 と比 較 的低 い

税 額 で あ った。 鎖 吹連 上 は 、表 3 でみ られ る よ うに 、 そ の ほ とん どが 邑智 郡 の村 々 で 占め

られ て い る。 特 に高 い税 額 で あ った の は、那 賀 郡 南川 上村 の恵 口銀 で 657 忽 9 分 、 邑智郡

市木 村 で釦 2 ヶ所 分 328 鬼 9 分 5 厘 、同郡 上 田村 で鋭 押 銅 3 ヶ所 分 367 欠 2 分 、同郡鱒 渕

村 で鍋 押 釦 2 ヶ所 分 279 鬼 4 分 8 厘 、那賀 郡 黒 沢村 で釘 2 ヶ所 分 300 勿 で あ った。注 目す

べ き は 、 大 半 が錠 押 飾 と考 え られ るが 、銀 押 銅 も存 在 して い る こ とで あ る。 鍋 押 鎖 は鱒 渕

村 とそ の近 隣 の井 原 村 で あ った。 井 原 村 は 、錠 押 銅 と銀 押 銅 が 混在 して い る。 なぜ 、 この

2 ヶ村 に鍋 押 し銅 が操 業 す るの か 、 そ の背 景 につ い て は 、現 時 点 で は史 料 の不 足 に よ り明

確 に は 出来 ない。 今 後 の課題 で あ る。

釦 籠 運 上 は、 表 4 に示 した。 何 れ も 邑智 郡 で 、矢 上 村 に ほ ど近 い市 木 村 、井原 村 、 因原

村 、 中野村 、 日和 村 、鱒 渕 村 で の釦 に課 せ られ て い る。 そ の な か で も中野 村 門谷 釦 の課 税

額 が 3 貫 455 鬼 7 分 6 厘 と最 も高 い。 また 、市木 村 烏 兎釦 に は 1 貫 256 以 6 分 4 厘 、鱒 渕

村 鱒 渕 羽 下争 に は 1 貫 335 忽 1 分 8 厘 と比 較 的 高 い税 額 が課 され て い る。 また 、納 人 は、

矢 上村 出身者 が 目に付 く。 しか し、矢 上村 にお け る銅 籠 運 上 はみ えな い。

鉄 穴 ・砂 鉄 運 上 につ い て は 、表 5 にみ え る よ うに 、 那 賀 郡 と邑智 郡 の村 々 で課 され て い

るが 、矢 上村 が 2 貫 110 ^ 9 分 2 厘 と圧 倒 的 な運 上額 を 占めて い る。小鉄 運 上 につ い て は、

表 6 に あ る よ うに 、浜 砂 鉄 もあ った。 折 居 村 浜砂 鉄 や 石 見 東 部 の海 浜 部 、江川 水 系 、 出雲

西 部 ( 田儀 櫻 井 家 ) の" 場 で利 用 され た 日脚 村 産 浜 砂 鉄 に 関連 して課 税 され た が 、 矢 上村

ほ どの税 額 は課 せ られ て い な い% 矢 上村 にお け る鉄 穴流 しの 隆盛 が想 定 され る。

小 割 鍛 冶屋 運 上 で は 、表 7 にみ え る よ うに 、 ほ とん どが 邑智 郡 の村 々 で あ り、 そ の 中で

も注 目され るの が市 木 村 に小 割 鍛 冶屋 4 ヶ所 分 567忽 1分 2厘 が課 せ られ て い る点 で あ る。

そ の他 に も 邑智 郡 井 原 村 、 因原 村 、 中野村 、 日和 村 、上 田所 村 な ど釦 操 業 が行 われ て い る

可 能性 の 高 い村 々 に は、小 割 鍛 冶屋 が設 置 され て い た よ うで あ り、税 額 が計 上 され て い る。

那 賀 郡 で は南川 上村 恵 口銅 の 附属 鍛 冶 屋 へ 課 税 され て い た。 ま た 、美 濃 郡 上 道 川 村 に も小

2 『江津 市誌』 上巻 、1982 、『桜 江町誌』 上卷 、 1973、『石 見町誌』 下巻 、1972 、『川 本町誌』歴 史編 、1977、『羽須美

村誌 』上巻 、『瑞穂 町誌』第 1 集 、1964、『邑智 町誌 』上巻 、1978、『大和肘 誌』上巻 、1981、『浜 田市誌』上巻 、1973、
『都 野津 町誌 』、200 1, 『金城 町誌』 第 6 巻 、2003, 『三 隅町誌』 19 71、『弥栄村誌 』 1980、『美都 町誌 』 1968 、『益 田

市史』益 田郷 土史 矢富会 、1963 、『石 見匹見 町史』 島根 郷 土史会 、1965 な ど。

3 註 1 論 文 な ど。

4 日脚 村 産 浜砂鉄 につ い ては、森 山一止 「史料 か ら見た 「ヒナ シJ につ いて」『たた ら研 究』第 43 号 、2003、小 島俊平
『近世 ・石見 の廻船 と釧製 鉄』石 見郷 土研 究懇話 会 、20 10、拙稿 「藩領 を こえるたた ら製 鉄業経営 」『平成 23 年度石

見銀 山造跡 関i®講座 記録集 』 島根 県教 育委員会 、2012 な どを参 照 され た い。
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5 『浜 田市誌 』 1973、『都 野津 町誌』 2001, 『弥栄村 誌』 1980 な ど。

6 註 5 『浜 田市誌』。

7 『桜 江 町誌 』 上巻 、 1973、『石 見町誌』 下巻 、1972、『川 本 町誌』歴 史編 、 1977、『羽須美村誌 』上巻 、 1987、『邑智

町誌 』上卷 、 1978、『浜 田市誌』 上巻 、 ! 973 , 『金城 町誌 』第 6 巻 、2003 , 『弥栄村誌』 1980 、『美都 町誌』 1968 , 『益

田市史』 1963、『石 見匹見 町史』 1965 な ど。

8 註 1 論 文。

割 鍛 冶屋 2 軒 分 269 勾 2 分 8 厘 が計 上 され て い る。

ま た 、鉄 加 工製 品 で あ る針 金 • 釘 鍛 冶屋 • 稲 扱 運 上 につ い て は 、表 8 にみ え る よ うに、

針 金 ・釘 は 邑智 郡 上 田所 村 、上 亀 谷 村 、井 原 村 とい う隣村 同士 にお い て鍛 冶 屋 が あ り、課

税 が あ っ た。 ま た 、 邑智 郡 信 喜 村 に も鍛 冶屋 が あ り、課 税 され て い る。 那 賀 郡 千 田村 で は

稲 扱 に課 税 され た。

以 上 の こ とか ら、 明治 2 年 (1869) 段 階 にお い て 、 た た ら製 鉄 業 関係 の小 物 成 運 上 は、

そ の 大 半 が 邑智 郡 の村 々 で 占め られ て い る こ とが わ か る。 特 に釦 山 • 銅 • 鍛 冶屋 ( 大鍛 冶

場 ) で は 、 市 木 村 、上 田所 村 、 下 田所 村 、鱒 渕 村 、井 原 村 、

く られ る地 域 で課 税 が み られ る。 そ の エ リア 内 で 矢 上村 は 、

こ とか ら、鉄 穴 流 しの盛 ん な村 で あ る こ とが わ か る。 ま た 、

い る。 これ らの特 徴 は、神 山氏 の指 摘 す る元 和 5 年 (1619)

で継 続 して い る可 能性 を示 して い る。

た た ら製 鉄 業 に 関す る運 上 は 、 近 世 を通 じて重 要 な税 目で あ り、裏 を返 せ ばそ れ だ け隆

盛 で あ った産 業 と推 測 で き る。

2 . 2 瓦 • 丸 物 (粗 陶器 ) に 関す る小 物 成 運 上 の地 域 別 分布

石 見 地 域 の近 世 後 期 か ら近 代 にか けて の 工業 産 物 とい えば 、瓦 や 丸 物 が あ げ られ る5。 元

和 5 年 (1619) 段 階 で の小 物 成 で は記 載 が な か っ た産 物 で あ る。 表 9 の 瓦 師運 上 で は、本

明村 、千 田村 、嘉 久 志 村 、都 野 津 村 、神 村 、神 主村 、敬 川 村 、 高 田村 、 久 代 村 、 日和 村 、

西 村 、 浅井 村 、長 沢村 、生 湯 浦 、福 浦 にお い て課 税 が み られ る。 特 徴 的 な 点 は 、 日和 村 を

除 き、生 湯 浦 、福 浦 を は じめ と して海 浜 部 に集 中 して い る こ とで あ る。

丸 物 運 上 は如何 で あ ろ うか。 表 切 に よる と、本 明村 、千 田村 、嘉 久 志 村 、高 田村 、久代

村 、長 沢 村 にお い て は 、表 9 で 示 した 瓦 師 運 上 が課 せ られ た村 々 と村 名 が か ぶ っ て い る。

ま た 、表 9 で 瓦 師運 上 を課 せ られ て い る浅井 村 は 、表 11 に あ る よ うに丸物 焼 冥加 も課 せ ら

れ て い る。 丸 物 も海 浜 部 に集 中 して い る特 徴 が あ り、 しか も、 瓦 と丸 物 が 同 じ村 で 生 産 さ

れ て い る場 合 もあ る こ とが わ か る。

ま た 、那 賀 郡 長 浜村 は人 形 の生 産 地 で あ るが幻 表 10 にみ え る よ うに 「焼 物 人 形 細 工 師 」

と して小 物 成 運 上 が課 せ られ て い る。

2 . 3 製 紙 に 関す る小 物 成 運 上 の地域 的分布

前 述 の 瓦 • 丸 物 と と もに石 見 地 域 の近 世 後 期 か ら近 代 にか けて の産 物 とい えば 、製 紙 で

あ ろ う。 石 見 地域 の 多 くの市 町 村 史 で取 り上 げ られ て い るん

元 和 5 年 (1619) 段 階 で の小 物成 で は、 「か み 舟役 」 とあ り、那 賀 郡 宇 野 村 、姉 金 村 、大

津村 、 千 田村 、有 福 村 、 邑智郡 築瀬 村 に記 載 が あ る8。

表 12 で は、紙 漉船 運 上 を示 した。那 賀 郡 、邑智 郡 、美 濃 郡 の村 々46 ヶ村 に課 せ られ て い

る こ とが わ か る。 元 和 5 年 (1869) 段 階 で記 載 の あ る宇 野村 、上 有福 村 、 下有福 村 、千 田

村 な どがみ え るが 、特 に紙 漉船 の艘 数 の多 い村 が 、美 濃 郡 で澄 川 村 117 艘 、広瀬 村 70 艘 、

中野村 な ど一 つ のエ リア で く

鉄 穴 • 砂 鉄 運 上 が高 額 で あ る

釦 操 業 に 関 わ る者 も排 出 して

段 階 の小 物 成 の状 況 が幕 末 ま
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内谷 村 26 艘 、 那 賀 郡 で跡 市村 17 艘 、 邑智 郡 で小 田村 28 艘 、 市 山村 25 艘 で あ った。 元 和

5 年 段 階 との違 い は 、元 和 期 に は課 税 対 象 の村 は那賀 郡 が 多 か った が 、明治 2 年 段 階 で は那

賀 郡 13 ヶ村 、 邑智 郡 19 ヶ村 、美 濃 郡 14 ヶ村 とな り、 邑智 郡 、美 濃 郡 の多 くの村 々で も製

紙 につ い て課 税 され て お り、 各 郡 へ の製 紙 業 の普 及 が推 測 で き る。 特 に美 濃 郡 は各 村 の紙

漉 船 が 多 く、製 紙 業 の隆盛 が み て とれ る。

表 13 は、半紙 運 上 を示 して い る。 那 賀 郡 、 邑智 郡 、美 濃 郡 の村 々 で課 税 され てお り、宇

津 井 村 、 千 田村 、跡 市 村 、 南川 上 村 、 市 山村 、鹿 賀 村 、 因原 村 、 下 口羽 村 、澄 川 村 、道 谷

村 、内谷 村 、西 村 は紙 漉 船 運 上 と重複 して い る。半紙 を比較 的大 量 に上納 して い る村 々 は、

跡 市 村 330 束 、市 山村 I 80 束 、矢 上村 150 束 、長 浜 村 300 束 、松 原 浦 240 束 、浜 田八 町

300 束 、益 田村 660 束 、津 田村 330 束 、仙 道 村 270 束 で あ った。 村 名 は判 明 しな いが 、三

隅組 で は 73 人 が 半紙 2790 束 を納 めて い た こ とも付 け加 えて お く。

2 . 4 浦 方 にお け る流 通 に関す る小 物 成 運 上 の 地域 的分 布

元 和 5 年 (1619) 段 階 の舟役 で は 、木 部 浦 、津 田浦 、中津 浦 、下本 郷 浦 、湊 浦 、浜 田浦 、

長 浜 浦 に記 載 が あ り、水 夫 役 は 、松 原 浦 、津 間 浦 、湊 浦 、浜 田浦 、長 浜 浦 で課 され て い た

こ とが わ か って い る。

表 14 で は 、 出入 浦連 上 、す な わ ち水 揚 積 出場 諸 連 上 を示 した。 表 14 に よ る と、浜 田周

辺 の松 原 浦 ・外 之 浦 で は約 8 貫 587 鬼 、 浜 田浦 で約 7 貫 904 列 、長 浜 浦 で約 6 貫 969 忽 、

益 田七 ケ浦 で 4 貫 590 公 、三 隅五 ケ浦 で 1 貫 530 欠 とあ り、浜 田周 辺 にお い て税 額 が一 際

高 い。 す な わ ち 、浜 田周 辺 の物 量 規模 の大 き さが うか が え よ う。

廻 船 運 上 につ い て は、表 15 に示 した。30 ヶ所 の浦 々 中、東 の和 木 浦 か ら西 の 中須 浦 まで

20 ヶ所 の浦 々で課税 がみ られ 、表 14 でみ える松原 浦 、浜 田浦 、長浜浦 に も課税 され てい る。特

に税額 が高いの は、東 か ら都野津浦 、波子浦 、浜 田浦 、湊 浦 、中須浦、遠 田浦、津 田浦であった。

3 . 明治 期 にお け る産 業 の盛 衰

本 章 で は 、 明治 期 に入 り、 前 章 で 取 り上 げ た産 業 が どの よ うな変 化 を とげて い くの か 、

そ の盛 衰 を概 観 す る。

3 . 1 た た ら製 鉄 業 の盛 衰

近 世期 ～ 明治 期 にお け る石 見 国 の た た ら製 鉄 業 の状 況 につ い て 、以 下 の記 述 が注 目され る。

鉄 、鋼 、 統

(前 略 ) 石 見 国 二在 リテ ハ 邑智 、那 賀 二郡 ヲ主 トシ 、 其採 取 ノ起 源 八 詳 ナ ラス トggモ 、

凡 ソ正保 年 間 ヨ リ寛 文 、元 明年 間 二於 テ 起 業 シ 、漸 次 増 発 シ 、元 禄 、天 保 年 間 二於 テ 最 モ

隆盛 ヲ極 メ、 旧浜 田、津 和 野 藩 二於 テ モ 亦 大 二 之 力 奨 励 保 護 怠 ラス 、製 品 は北 国 、九 州 二

販 路 ヲ有 シ、 一 時輸 出額 八 九 万 円 に上 リシ コ トア リ ト云 フ、然 ル ニ 之亦 洋 鉄 ノ輸 入 ニ ヨ リ

大 打 撃 ヲ受 ケ 、 収 支 相 償 ハ ス 、相 次 テ廃 業者 ヲ見 ル ニ 至 レ リ、 県 二於 テ モ 之 カ挽 回 二鋭 意

奨励 ノ途 ヲ講 セ シ ト モ 、今 尚盛 況 二復 スル 能 ハ ス 、極 メテ微 々 タル 状 況 二於 テ漸 ク其命

脈 ヲ保 チ ツ 、アル ニ過 キ ス (後 略 )

( 「重 要 消 費 の状 況 」『各府 県重 要 商 品調 査 報告 附産 業概 況』農 商務 省 商務 局 、明治 44 年

(1911) 、 国 立 国会 図書館 所蔵 。 以 下 、『各府 県 重 要 商 品調 査 報 告 』 と記 す 。)

上 記 史 料 に よ る と、石 見 地 域 の 邑智 郡 、那 賀 郡 を 中心 に操 業 して い た た た ら製 鉄 業 は、

元 禄 、天 保 年 間 に盛 ん とな り、販 路 は北 国 、 九州 に ま で及 ん だ が 、洋 鉄 輸 入 の影 響 を受 け
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廃 業 す る者 が 多 く、細 々 と事 業 が継 続 され て い る とあ る9。

しか し、 出雲 地 域 で は 、 明 治 期 に入 っ て も、 旧来 か らの 田部 家 、櫻 井 家 、 絲原 家 の経 営

が継 続 し、明治 17 年 (1884) か ら海 軍 工廠 へ の販 売 を主 と して 、日露 戦 争 ( 明治 3t 年 (1904)
～38 年 (1905) ) に は利 益 を あ げて い る。 しか し、輸 入 鉄 との競 争 は避 け られ ず 、価 格 を

下 げ る こ とが で きず 、海 軍需 要 も減 り、経 営 的 に厳 しい状 況 とな った 恐

確 か に 、表 16 でみ られ る よ うに、 明治 38 年 (1905) か らの統 計 で は 、生 産 量 が徐 々に

落 ち込 ん で い き、精錬 場 も同 40 年 (1907) か ら減 少 して い る。 同 42 年 (1909) に は 、精

錬 場 、生 産 量 とも大幅 な落 ち込 み とな って しま って い る。

『島根 県 産 業 案 内』( 島根 県 内務 部 、明治 45 年 (1912) 、島根 大 学 附属 図書 館 所 蔵 ) か ら、

明治 43 年 (1910) にお け る島根 県 内 10 人 以 上使 役 工場 の なか で た た ら製 鉄 業 の 占め る割

合 をみ て み る と、 島根 県 内 114 ヶ所 の 工場 の総 生 産 額 は 2485431 円で 、そ の 内 た た ら製 鉄

業 に関す る工場 の生産 額 は 65900 円 ほ どで あ り、全 体 の 2.65%に しか過 ぎ なか った。 た た

ら製 鉄 業 で の生 産 に関 して石 見 地域 と出雲 地 域 で は、表 17 にみ られ る よ うに、出雲 地 域 に

お け る生 産 が圧 倒 的 で 、石 見地 域 で は 、わず か に 邑智 郡 口羽 村 の 「鎖 」! ヶ所 、生 産 量 3570

貫 、生 産額 375 円のみ で あ っ た。雇 用 者 数 も石 見地 域 で は 11人 で あ り、出雲 地 域 の 335 人

とは大 きな差 で あ る。 島根 県全 体 と して 、 た た ら製 鉄 業 で の生 産 は減 少 して い るが 、石 見

地 域 にお い て は それ が顕 著 で あ る可 能 性 が 高 い。 石 見 地 域 で の た た ら製 鉄 業 の衰 退 が 、 沿

海 部 、石 酉 内 陸 で 早 く、 明治 中期 以 降 は石 東 内 陸 の 邑智 郡 だ け に限 られ て い くが 上 表 17
にお け る石 見 地 域 で の状 況 は 、 ま さにそ れ で あ ろ う。

3 . 2 た た ら製 鉄 業 の衰 退 と村 々 の変 貌
次 に、 か っ て た た ら製 鉄 が盛 んで あ った 邑智 郡 矢 上 村 、 田所 村 、 三原 村 につ い て 、各 村

の 明治 期 に入 って か らの状 況 を 『農 事 調 査 報 告 書 』 ( 島根 県農 会 、 島根 県 立 図書館 所 蔵 )
でみ る こ とにす る’2。 矢 上村 、 田所 村 、三原 村 の 『農 事調 査 報 告 書 』 の比 較 につ い て は 、既
に伊 藤 康 宏 氏 に よ り詳 細 な検 討 が な され て い る吃 よって 、伊 藤 氏 に よ る研 究成 果 を参 考 に

しつ つ 、 こ こで は 、 た た ら製 鉄 業 に 関心 を絞 って検 討 す る。

3 . 2 . 1 邑智 郡 矢 上村 の変 貌

まず 、 邑智 郡 矢 上村 の検 討 を行 う。 以 下 に 『島根 県 邑智 郡 矢 上 村 農 事 調 査 報 告 書 』 で 、

た た ら製 鉄 業 に 関 わ る記 述 を あ げ る。

① 総 論 之部 • 第 二 、沿 革

( 中略 ) 而 して本 村 に は往 古 よ り砂 鉄 採 取 の 業盛 に行 はれ 、村 民 の大 部 分 は 専 ら之 に

依 て 生活 し、耕 宅 地 増加 の原 因 も主 もに之 に基 せ り

② 参 考 之 部 • 第 十 三 、重 要 農 作物 ▲ 二 、稲 作 〇沿 革

本 村 の米 作 は遠 く千 二 百年 前 に創 始 され りと云ふ 、今 よ り百 二 + 年 前 の 頃 は村 内 に於

て製 鋼 業 殷 盛 に して為 め に砂 鉄 運 搬 等 に使 役 した る駄 馬 二 百頭 あ りて 多 量 な る厩 肥 を産

9 『各府 県重要 商 品調査報 告』 は、明治 44 年 ( 19 11) 段 階 での情報 を記 した もので あ り、明治蛎 は ともか く、近 世期

の状 況 につ いて は、 さ らに調査 、分析 が必要 で あ る。 しか し、近世～近代 の大 まか な状 況 をみ る こ とはで きるのでほ
と考 えて い る。

1°註 9 『各府 県重 要商 品調査報告』

11 加 地 至 「明治期 島根 県石 見地方 にお ける在来製 鉄業 の地域 的特質J 『地域 地理研 究』第 9 巻 、2004。

12 『農 事調 査報 告書』 の調 査年 は、それ ぞれ 、矢 上村 : 明治 34 年 ( 1901) 、 田所村 : 明治 36 年 ( 1906) 、三原村 : 明
治 35 年 ( 1902) であ る。

13 伊藤 康宏 「近代 島根 県 にお け る中山間地 の農 家 ・農村 の経 済構 造ー 島根 県 邑智郡 3 か村 『農事調 査報 告書』の比較検

討ー 」『島根 大 学生物 資源 学部研 究報 告』N o.l l 、2006,
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し、 又 是 等 駄 馬 が 毎 日帰 途 の便 に鏡 山 よ り多 量 の笹 、 草 類 を採 取 し総 て稲 作 の肥 料 とな

せ しを以 て米 の 生 産 額 多 か り しが 文化 十 年 の 頃 (九 十 年 前 ) は米 の販 路 に窮 し、 富疆 流

行 し、 一 方製 錮 業 も漸 々衰 況 を呈 し、 天保 四年 の 頃 (七 十 年 前 ) は盛 に襄 、備 、 地 方 へ

砂 鉄 採 取 に 出稼 す る もの多 く、其 収 入 す る金 額 も多 額 な り し為 め米 作 を重 ん ず るの念 薄

らぎ減 収 を来 せ り、然 れ ど も明治 五 六年 の交 は他 村 へ 売 出す 来 も一 時 多 量 な り し と!t ど

も、 翌 年 春 季 に至 れ は他 村 よ り米 を購 入 せ しこ と屡 々 あ り、十 年 の 頃 よ り麦 、粟 、 甘 話

等 雑 食 物 の収 穫 多 量 とな りし為 め米 の 費 消 を減 じ、 出稼 も其 数 を減 じ米 穀 の販 路 も拡 張

し、 次 第 に米 作 を重 んず るの念 を惹 起 し、 明 治 十 四年 の 頃 よ り干 観 、 油粕 等 諸 種 の肥 料

を購 入 して使 用 す る に至 り、 又 米 価 も騰 貴 して 愈 米 作 を重 んず るに至 り、従 っ て其 産 額

を増 す に至れ り (後 略)

③ 参 考 之 部 • 第 十 三 、重 要農 作 物 ▲ 三 、麦 作 〇 沿 革

麦 作 の始 は知 る に 由 な し と§! ども、今 を去 る 四五 十年 前 は砂 鉄 採 取 に雲備 地 方 へ 出稼

す る もの年 々数 百人 何 れ も秋 稲 収 穫 后 間 もな く家 を 出 で春 は稲 苗 代 を整 地 す るの 間 際 に

帰 郷 す る の有 様 に して其儲 金 は多 額 に して本 村 の米価 又 低 廉 な り しを以 て全 体 の農 作 に

重 き を置 かず 、従 て 麦 作 の如 き誠 に微 々 た る もの な りしが 、 明治 二年 非 常 の 凶作 を来 し

人 民 一 般 飢 餓 に迫 りしよ り頓 に麦 作 反 別 を増 し加 ふ る に 出稼 も漸 々好 望 な らず 、愈 米 麦

作 に重 き を置 くの念 を生せ り、 而 して 明治 五 六 年 の 頃 よ り漸 々焼 土 の製 造 行 はれ て為 め

に大 に肥 培 に資 し、 明 治 十 年 の 頃 よ り一層 麦 作 を励 み 、 収 穫 も多 く品質 も優 良 な る もの

を生 産 す るに至 れ り (後 略)

④ 参 考 之 部 • 第 + 四、林 業

本 村 の 土地 十 分 の 六 七 は 山林 に属 し、往 昔 は製 鋼 業 甚 だ盛 に して 当時全 村 山林 の七 八

分 は殆 ん ど鏡 山な りし

鏡 山 は其 立 本 を木 炭 に製 し製 鋼 に消 耗 す る なれ ば 、 或 年 限 間 は保 護 を加 へ て造 林 し、

順 次 に伐 採 せ しを以 て 常 に其 大 半 は雑 本 林 を見 しも漸 々製 鋼 業 の衰 微 と緑 月巴と して柴 草

を多 量 に採 取 す るの必 要 を感 じた る ( こ脱 力) とに よ り、 皆伐 せ る無 毛 の鏡 山 を買入 れ

て共 有 林 とな し、 旧来 の柴 草 山 と共 に各 戸 自由 に柴 草 の採 取 を許 せ り、 以 来 保 護 を加 ふ

る もの な く濫伐 を事 とせ し、結 果 山林 は次 第 に荒廃 せ り (後 略)

⑤ 参 考 之 部 • 第 十 五 、 畜産

馬 は 、今 よ り百 二 十 年 前 の 頃 は村 内 二 百頭 を飼 育 しあ りしが 、鉄 の運 搬 用 の減 せ しょ

りに次 第 に其 数 減 少 し、今 纖 に二頭 を飼 養 す る のみ 、何 れ の 時代 に於 て も駄 馬 と して使

用 せ り

牛 は古 来 よ り飼 養 され 、 主 と して 田地 の耕 鋤 に使 用 し、農 閑 の 時 に は運 輸 の事 に使 役

せ り馬 を多 数 飼 養 せ し、 当時 は牡 牛 を主 と して養 ひ 、 専 ら耕 牛 となせ しが 、馬 の数 を減

す る と共 に梢 花 牛 の飼 養 に傾 き、農 耕 、運 輸 に使 役 す るの傍 ら繁殖 を 図 りて利 益 を見 ん

こ とを企 つ る に至 れ り、本 村 に於 て も明治 廿 七 、 廿 八年 は種 牛 購 入 資 金 を無 利 息 に て貸

付 し、 以 で斯 業 の発 達 に勉 む (後 略)

矢 上 村 で は 、① で村 民 の 大 半 が砂 鉄 採 取 を生 業 と して い る こ とが わ か る。 これ は 、 前 章

で み た よ うに、矢 上 村 の鉄 穴 ・砂 鉄 運 上 が他 村 と比 較 して圧 倒 的 に高 か った こ と と符 合 し

て い る。 ② で 、天 明期 頃 に はた た ら製 鉄 業 の砂 鉄 運 搬 のた め に 200 頭 もの馬 が飼 育 され て

お り、大 量 の厩 肥 が産 出 され 、馬 の銅 山 か ら帰 途 の お りに採 取 す る笹 、 草類 と とも に稲 作
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の肥 料 とな っ て い き 、 それ が米 の生 産 量 を支 えて い る とい う状 況 が あ った。 しか し、文 化

10 年 (1813) 頃 に は、米 の販 路 に 困 り、 た た ら製 鉄 業 も衰 退 して い き、天 保 4 年 (1833)
頃 に は 、生 活 の糧 を得 るた め、砂 鉄 採 取 の技 術 を活 か して 雲備 地 方 へ 出稼 ぎ にい くこ とが

多 くな り、 そ の収 入 も多 額 で あ った �。 雲備 地 方 へ の 出稼 ぎ につ い て は 、③ で 、 「年 々数 百

人 」が秋 の稲 収 穫 後 に 出稼 ぎに 出て 、春 の稲 苗 代 を整 地 す るま で に帰 郷 す る形 態 で あ った吃

そ の た め 、② で 、米 作 を軽 んず る人 々 も出現 し、減 収 とな った が、明治 10 年 (1877) 頃

よ りは 出稼 ぎ も減 少 して米 作 に力 を入 れ る よ うに な った よ うで あ る。

この よ うに 、 矢 上 村 周 辺 の た た ら製 鉄 業 の衰 退 が 出稼 ぎ を生 み 、 そ の後 の 明治 期 にお け

るた た ら製 鉄 業 の衰 退 が 、 出稼 ぎの減 少 とな り、米 作 へ の 労働 力 投 下 につ な が って い く と

い う流 れ が み て とれ る。

た た ら製 鉄 業 の衰 退 は 、 山林 に も影 響 を及 ぼ して い る。 ④ に よ る と、矢 上 村 は土 地 の 6
～7 割 が 山林 で 、 そ の 7～8 割 は鎖 山で あ った。 釦 山で は大 量 の立木 を製 炭 し、 た た ら製 鉄

の原 材 料 と して 消耗 す るの で 、 造 林 な ど保 護 を加 え 、計 画 的 に伐 採 して い っ た が 、 た た ら

製 鉄 業 の衰 退 と緑 肥 と して 大 量 の柴 草 を必 要 と した こ と もあ って 、 立木 を全 て伐 採 した釦

山 を購 入 し、 芝 草 のみ の採 取 に特 化 した た め 、以 後保 護 せ ず 、濫 伐 が相 次 ぎ、 山林 の荒廃

が進 ん だ よ うで あ る。

馬 につ い て も変 化 が あ った 、⑤ に よ る と、鉄 の運 搬 用 に村 内 で馬 を 200 頭 も飼 育 してい

た が 、た た ら製 鉄 業 の衰 退 に よ り運 搬 量 が減 少 し、それ に ともな い馬 頭 数 も減 少 して い き、

明治 34 年 (1901) に は 2 頭 の み とな っ て しま った よ うで あ る。そ の か わ りと して牝 牛 の飼

育 が増加 して い った 吃

3 . 2 . 2 邑智 郡 田所 村 の変 貌

次 に 田所 村 につ い て は如 何 で あ ろ うか。 田所 村 は 、前 章 の小 物 成 の分 析 で は 、上 田所 村

に 4 ヶ所 、 下 田所 村 に 5 ヶ所 の釦 山が あ り、高 額 の鎖 山運 上 が課 せ られ て い る。 ま た 、上

田所 村 で操 業 して い る青松 釦 、上 田所 ・下 田所 両村 に あ る小 割 鍛 冶屋 に も課 税 がみ られ た。

この よ うに、 た た ら製 鉄 業 の盛 ん な村 で あ っ た こ とが うか が え るが 、 以 下 に 『島根 県 邑智

郡 田所 村 農 事 調 査 報 告 書』 に記 載 され て い るた た ら製 鉄 業 関係 の記 述 を あ げ る。

① 参 考 之部 • 第 十 六 、重 要農 産物 ▲二 、稲 作 ・ 沿革

本 村 の米 作 は漠 と して 其創 始 の年 代 を知 る に 由 な しと! ! も、古 昔 よ り栽 植 を なせ しこ

とは疑 ふ 可 らず 、 而 して本 村 の南 北及 西 方 を周 囲 す る一 帯 は 山岳 な る を以 て 、古 来鏡 鉄

製 造 業 盛 に行 はれ 、稲 作 は盛 な らざ り し と®¢ も、 近 来 該 業 衰 廃 して稲 作 大 に発 達 し、 尚

中央 出羽川 沿岸 は 土 地肥 沃 な る を以 て稲 其 主 作 物 に して 、肥 料 は 主 と して 山野 の 草 萊 を

刈 取 りて施 用 せ しが 、近 時 工 業 進 歩 発 達 す るに伴 ひ 出稼 人 多 く、 労力 の 次 第 に不 足 とな

り、 山野 の雑 草 を利 用 す る こ と少 く、従 っ て 土 地 生 産 力 減 退 の 憂 た り しが 、近 時 干 飜 若

くは人 造 肥 料 の施 用 盛 とな りて 、地 産 力 を補 ふ を以 て未 だ産額 減 少 の憂 な し

14 かつ て の出稼 ぎの影響 で あ ろ うか。 『島根 県 邑智郡 矢 上村農 事調査 報告書』 の 「参 考の部 • 第 三 、農 民労働 の状況
▲ ー 、労働!に対 す る観念 」 では、 「本村 股 民 は、一般 労働 に勤勉 に して他 意 な しとa! ども、現今 の宵年輩 に至 りて は 、
漸 く労働 を厭 ふ もの排 出 し、農 家 の子弟 に して•職 工 とな り、或 は出稼 をなす もの多 きに至れ り」 とあ り、若者 の間で
職 工や 出稼 ぎが多 い とあ る。

15 矢 上村 の鉄 穴流 しによる出稼 ぎにつ いて は、石 井 出かず子 「明治 ・大正期 の石 見町 に於 ける炭 鉱 出稼 ぎの前史 と して
石 見町 の地域性 と出稼 ぎ」『島根 近代 史研 究会会報』 第 10 号、 1987 を参照 され たい。

16 たた ら震鉄 の衰退 に よる馬頭数 の減少 と牛頭 数 の増加 につ いては、出雲地 方 での分析 で あるが 、板 垣 貴志 『牛 と農 村
の近代 史 家 畜預 託刊行 の研 究』 思文 閣 、2013 に詳 L い。 参 考 に され たい。
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② 参 考 之 部 • 第 十 六 、重 要農 産 物 ▲ 二 、稲 作 ・本 田整 地施 肥

( 中略 ) 施 肥 は前 期 の如 く可 成 多 量 の笹 柴 草 等 を刈 り入 る 、もの なれ ば 、 各 自の労働

力 に依 りて 大 に差 あ り、然 れ ど も 田地 を耕 作 す る もの に して笹 柴 草 を施 さ 、る もの な し

と云 ふ も不 可 な し、故 に笹 芝 草 山 を所 有 せ さ る もの は 、他 よ り買 求 め て施 用 す 、其 量 一

反 歩 大 凡 百 貫 目乃 至 二 百 七 八十 貫 目な り、 尚村 内或 る一 部 落 に は 、飜［山 と称 し広 大 な る

山林 あ りて笹 繁 茂 す れ ども、亦 或 る一 部 落 に は 乏 しき処 あ り、然 れ ど も古 来 の慣 例 と し

て所 有 者 の如 何 に拘 は らず 笹 草 少 な き部 落 の人 民 が 無 償 に て茂 生 せ る鑑 山の笹 草 を刈 取

る こ とを得 、故 に此 時期 に は数 十 町 を遠 しとせ ず 刈 取 に趣 く、前 述 の如 く笹 は必 ず 施 さ ゝ

る可 か らざるの習慣 あ る を以 て 、肥 料 中比較 的 最 高値 な る もの となす (後 略 )

③ 参 考 之 部 • 第 十 七 、林 業

本 村 は、 土 地 凡 百分 の 六 十 五 は 山林 に属 し、 昔 時 は製鋭 業 盛 に して 、 山林 の大 部 分 は

大概 鑑 用 木 炭 山 に供 せ しが 、今 は製 鏡 業 衰 微 して 、木 炭 は広 島地 方 に輸 出 し、一 部 は 隣

村 の銀 鉱 に輸 出せ らる、 山林 は古 来 二 三 の 富 豪 の所 有 に属 し、 時 々其 所 有 者 に異 動 あ り

と8¢も、 旧時 の^ 山 は依 然 大 面積 を して 分割 せ ず して 唯 天 然 に委 す る雑 木 林 た る のみ 、

而 して 山林 の一 部 鏡 山 に属 せ ざ る もの は 、 旧時入 会 山 と称 し、 之 に属 す る部 落 の人 民 自

由 に入 り込 み て薪 材 及 芝 草 を採 収 し居 り しもの 、 明治 十 二年 地 租 改正 と共 に一 部 分 を戸

別 に一 部 分 を 田畑 宅 所 有 面積 に割 当 し、各 自の所 有 に帰 せ しよ り互 に保 護 に勉 め た る結

果 、 良薪 材 を得 、 且喬 木 材 を仕 立 つ る に至 れ り (後 略 )

④ 参 考 之 部 • 第 十 八 、畜 産

馬 は 旧燻 業 盛 な る とき運 搬 用 と して 各 部 落 二 三頭 つ 、飼 育 し居 り しも、今 は道 路 改修

の為 め荷 車 を用 ふ るに至 りて よ り飼 育 せ ざ るに至れ り

牛 は古来 よ り飼養 し、主 として 田地 の耕 作用 に供 し、 山間部 に於 ては挽 牛産 出の 目的 を兼

ね牝牛 を飼 育 し、平原 部 は耕 鋤 も較 々困難 な るを以 て牡 牛 を飼 育 し居 りしが、近 時牛 畜 の需

要益盛 とな り、其利 益 の多 きに至 りたれ は、 山間部 に於 ては飼 育 し、安 きを以 て一家 二三頭

の飼 育 をなす もの多 く、平原 部 と®! も漸 次牝牛 を飼 育 し、常 を産 出す るに至れ り (後 略)

① に よ る と、 田所 村 は 、 山岳 地 帯 で 、 古 くか らた た ら製 鉄 業 が盛 ん で 、逆 に稲 作 は あ ま

り行 われ な か った が 、た た ら製 鉄 業 が衰 退 、廃 業 して い く と稲 作 が大 き く発 達 した とあ る。

この 点 は 、 矢 上 村 と類 似 して い る と考 え られ る。 しか し、後 に 工業 の発 達 に よ り、 出稼 ぎ

が多 くな り、稲 作 に関 わ る労働 力 が不 足 し、生 産 力 が減 少 して い った よ うで あ る。

② は 、銀 山の利 用 につ い て の記 述 だ が 、 古 くか ら肥 料 と して利 用 す る笹 につ い て は、 地

域 に よっ て刈 取 量 の差 が 生 じる。 笹 草 の繁 茂 して い な い 地域 は 、銅 山 にお い て無 償 で刈 り

取 る こ とが で き る とあ り、肥 料 の均 等 な利 用 を鎖 山が担 って い る こ とが わ か る。

③ に よ る と、 山林 につ いて は、村 内 の 土地 の 6 割 5 分 は 山林 で 、た た ら製 鉄 業 が盛 行 で あ

った時 は 、そ の大 部 分 を釦 用 の木 炭 と して供 出 して い た が 、た た ら製 鉄 業 が衰 退 す る と、木

炭 を広 島地方 へ 輸 出す る よ うにな り、一 部 は近 くの銀鉱 山 に供 給 す る よ うにな った とい う。

これ は、 たた ら製 鉄 業 の衰 退 に と もな う木 炭販 売先 の開拓 と考 え られ 、木 炭 業 の維 持 及 び発

展 を示 唆 す る もの とい え る" °

④ に よ る と、馬 につ い て は 、か っ て は た た ら製 鉄 業 に 関わ る連 搬 用 の馬 を各 部 落 2～3 頭

17 島根 県 にお け るたた ら製鉄 業 の衰 退 と木炭 業 の発 展 につ いて は、相 良英 輔 「島根 県 にお け る木炭 業 の展 開」『島根 史

学会 会報』第 28 号 、 1995 を参 照 され た い。
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ず つ飼 育 して い た が 、道 路 改修 に よ り馬 の飼 育 を止 め、荷 車 を用 い る よ うにな った とあ る。

牛 は、牛 畜 の需 要益 盛 に ともな い 、牝 牛 の飼 育 が増加 した。

以 上 、 田所 村 の状 況 を検 討 した。 こ こで指 摘 した 点 は、矢 上 村 の特 徴 と類 似 して い る。

3 . 2 . 3 邑智 郡 三原 村 の変 貌

三原 村 は 、 近 世 期 に は銀 山領 で あ り、 前 章 の浜 田藩 領 の検 討 範 囲 か ら外 れ て い る。 しか

し、後 述 す る① の 史料 の よ うに 、往 古 よ り砂 鉄 採 取 が盛 ん で 、大 半 の村 民 が砂 鉄 採 取 に よ

っ て生 活 して い る こ とか ら、 矢 上村 と近 世 期 か らの村 の生 業 が類 似 し、 た た ら製 鉄 業 を生

活 の基 礎 にお い て い る村 で あ るの で 、 そ の よ うな村 が どの よ うな変 貌 を とげ て い くの か 、

あ えて こ こで 取 り上 げて み る こ とにす る。

以 下 に 『島根 県 邑智郡 三原 村 農 事 調 査 報 告 書 』か ら、た た ら製 鉄 業 関係 の記 述 を あ げ る。

① 総論 之部 • 第 一 、地理 及 沿 革

(前 略) 本 村 は、往 古 よ り砂 鉄 採 取 の業 盛 に行 はれ 、村 民 の大 部 分 は 之 に依 て生 活 し、

耕 地 は多 く砂 鉄 採 取 地 の跡 な りとす

② 参 考 之部 • 第 一 、地 主 と小 作 人 との 関係

(前 略 ) 本 村 は 、 二 百余 年 前 よ り明治 二十 年 の交 に至 るま で鉄 業 に依 り生 計 を なす も

の大 部 を 占め た るた め 、其 余 弊 布 ひ て今 尚 ほ農 事 の 改 良普 及 せ ず 、 亦 一 般 に労働 に勤勉

な らず 、 害 虫駆 除 予 防 を なす とき は 、 地 主 は駆 除 油 を供 給 し、小 作 人 を して駆 除 を な さ

しむ

③ 参 考 之 部 • 第 四、農 民 労働 の状 況 ▲ー 、 労働 に対 す る観 念

本 村 は 、 古 来 鉄 業 に従 事 せ しもの多 く、従 っ て 一般 に^ 惰 の風 あ り、就 中農 労働 を嫌

ふ の傾 向 あ り、 近 時鉄 業 の廃 止 後 、梢 其 風 を改 め しも因襲 の久 しき総 て の労働 に勤 勉 な

らず

④ 参 考 之部 • 第 七 、金 融

本 村 は 、 古 来 砂 鉄 製 鋼 の 業 行 はれ 、 当時 は金 融 一 般 に宜 しか り しも、 明治 廿 三 年 頃 よ

り斯 業廃 絶 に帰 し為 め に村 内 の経 済 は疲 癒 の状 に陥 れ り

本 村 は 、 現 今 米 作 を主 とす る農 村 に して 常 時 の収 入 頗 る少 な き を以 て金 融 の緩 慢 な る

時期 は十 月 よ り一 月 頃 ま て とす 、 之れ 秋 収 の後 な るが故 な り、 其他 の 時期 は一般 に金 融

逼迫 す 、近 時養 蚕 の収 入 漸 次増加 す る も、未 だ一般 に其利 益 を獲 得 す る に至 らず (後 略 )

⑤ 参 考 之部 • 第 十 五 、重 要農 作物 ▲ 二 、稲 作 ・ 沿 革

稲 作 は 、従 来 晩稲 (有 芒 種 ) 霜 か づ き を栽 培 せ しも、近 来 は漸 次 中稲 (無 芒 種 ) の梢

早 熟 な る もの を栽 培 す るに至 れ り、本 村 は前 諸 項 に陳 べ た るが如 く、 二 百年 前 よ り鉄 業

の盛 な りした め村 民 の多 数 は 其原 料 の産 出及 運 搬 に従 事 し、農 作 は等 閑 に付 し来 りしが 、

鉄 業廃 止 後 は 自然 の必 要 に駆 られ 、従 来 に比 し稲 作 を重 んず るに至れ り

明治 廿 一 年 林 遠 里 氏 を招 聘 し、村 内各 大 字 に模 範 田を設 置 した り、 又 廿 五年 に は 、齋 ・

藤 勝 廣 氏 の巡 回講 話 を請 ふ 等 専 ら奨 励 を加 へ し結 果 、 大 に米 作 改 良 の 注 意 を喚起 し、爾

来村 役 場 及 村 農 会 等 に於 て 改 良法 の普 及 上進 を図 りた る も、未 た顕 著 な る成 績 の 見 るベ

き もの な き は常 に遺 憾 とす る ところな り (後 略)

⑥ 参 考 之部 • 第 十 七 、畜 産

牛 は 、 古 来 よ り飼 養 し、往 時 は主 と して鉄 業 原 料 運搬 の た め に使 役 したれ ども、近 来

は耕 作 用 の た め にす る もの 大 部 分 を 占め、農 閑 の時 運 輸 の業 に使 役 す (後 略 )
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⑦ 参 考 之 部 • 第 十 八 、林 業

(前 略 ) 山林 は総 て天 然 林 に して 其 大 部 分 を 占む る雑 木 山は 、往 昔 よ り薪 炭 用 と して

濫 伐 に一任 し、用材 林 も亦 数 年 前価 格 騰 貴せ し際 、濫 伐 を極 め曾 て保 護 方 法 の施 設 な し

木 材 販 売 の 市 場 は 、 主 に温 泉 津 港 及 江 津 港 に して 、本 村 よ り之 等 各 港 に通 す る改修 道

路 の 全 通 せ さるた め 、総 て牛 背 に依 り運 搬 し、 温 泉 津 港 へ は直接 に又 江 津 へ 販 売 す る も

の は 隣村 川 下村 及 谷 住 郷 村 の郷 川 沿岸 ま て運 搬 す る を要 し、大 に不便 を極 む

① で は前 述 した よ うに、砂 鉄 採 取 す な わ ち鉄 穴 流 しが盛 ん で あ っ た こ とが わ か るが 、注

目 され るの は 、砂 鉄 採 取 地 の跡 に耕 地 が で きて い る とい うこ とで あ る。 実 際 、 た た ら製 鉄

業 は、② 、④ で 200 余年 前 、す な わ ち元禄 期 頃 よ り始 ま り、 明治 23 年 (1890) 頃 に廃 絶

した とあ る。 ④ に よ る とた た ら製 鉄 盛 業 期 は 、金 融 も よか った が 、廃 絶 後 は厳 しい状 況 と

な っ た。 人 々 は 、② 、③ よ り、 た た ら製 鉄 業 を基 盤 と した生 活 が 大 半 を 占め、農 業 労働 を

嫌 う風 潮 が あ り、 た た ら製 鉄 業廃 絶 後 もそ の傾 向 は残 っ た よ うで あ る。 しか し、⑤ に よ る

と、 た た ら製 鉄 業 の廃 絶 後 は 、生 活 の糧 を別 の生 業 に求 め る必 要 にか られ 、 以 前 よ りは稲

作 に力 を入 れ る よ うに な っ て い っ た が 、顕 著 な生 産 量 を あ げ る と こ ろ ま で は い っ て い な い

よ うで あ る。 この よ うに 、 た た ら製 鉄 業 衰 退 後 の村 民 は 、 は か らず も生 計 を立 て るた め に

稲 作 へ傾 い て い った こ とが わ か る。 そ の動 きが① で い う砂 鉄 採 取跡 の耕 地化 で あ ろ う。

⑥ で は 、 た た ら製 鉄 業 に 関 わ る原 料 の運 搬 に牛 を利 用 して い た こ とが わ か る。 しか し、

た た ら製 鉄 業廃 絶 後 は、 そ の 大 部 分 が耕 作 用 と して飼 育 され てお り、農 閑期 に運 輸 業務 を

行 うよ うで あ る。 表 18 に よ る と、耕 作 用 の牛 は 123 頭 飼 育 され 、駄 賃 用 の牛 は牡 のみ で

13 頭 ほ どで あ った。 搬 送 す る商 品 は木材 と推 測 され る。 ⑦ に よ る と、木 材 を牛 の背 に載 せ

温 泉 津 港 へ 運 び 、 ま た 、 江 津 へ は江 の川 の水 運 で 運 ん だ が 、 江 の川 沿岸 の川 下村 、谷 住 郷

村 ま で は牛 で運 ん だ よ うで あ る。

3 . 3 瓦 • 丸 物 (粗 陶器 ) の製 造

『各府 県 重 要 商 品調 査 報 告 』 の 「瓦 」 の項 で は 、 「出雲 瓦八 黒色 ニ シテ 其 質 梢 弱 ク、石 見

瓦八 赤 釉 ヲ施 シ、其 質 堅 強 能 ク霜 雪 二耐 ユ ル ヲ以 テ 需 要 多 シ」、「主 産 地 八 黒 色 瓦 (出雲 瓦)

ハ 八 束 、簸 川 両郡 、赤 色 瓦 (石 見 瓦) ハ 那 賀 、邇 摩 両郡 ニ シテ 、黒 色 瓦 八 県 内及 隣 県 ノ消

費 二止 マル モ 、赤 色 瓦 八 日本 海 沿 岸 地 方 、 北 海 方 面 ニ販 路 ヲ有 シ、年 々販 路 拡 張 セ リ」 と

あ り、 明治 40 年 代 の石 見 瓦 は、 那賀 、邇 摩 両郡 で製 造 され 、霜 雪 に強 い た め需 要 が多 く、

製 品 の特 質 に よ り流 通 範 囲 は 日本 海 沿岸 地 方 、 北 海 方 面 と多 岐 にわ た っ た。 ま た 、石 見 地

域 で 注 目す べ き生 産 者 ・販 売 者 は 「邇 摩 郡 五 十猛 村  清 水 武 十 郎 」、 「那 賀 郡 石 見 村 字長 沢

千 代 延 啓 市 」 が あ げ られ て い る。

石 見 地 域 の丸 物 につ い て は 、 同 上 史 料 「陶器 」 の項 に よ る と、 「石 見 焼 八 粗 陶器 二 属 シ、

火 鉢 、 磨 鉢 、壺 等 日用 ノ雑 具 類 ノ安 価 ナ ル モ ノナ リ」、 「石 見焼 ノ起 源 八 詳 カ ナ ラサル モ 、

天保 年 間 以 後 ナル カ如 シ ト云 フ」、 「石 見 焼 八 北 陸 、北 海 道 、 九州 、 朝 鮮 方 面 トス」、 「石 見

焼 八 浜 田船 側 渡 代 金 計 算 ハ 、 二 月 或 八 六 箇 月 計 算 ニ シテ 、 時 二荷 為 替 付 取 引 ア リ ト云 フ」

な ど と関連 した記 述 が あ り、石 見 焼 の起源 は、 天 保 年 間 か ら始 ま る とい われ るが 、起 源 は

不 詳 で あ り、製 品 は粗 陶器 (火 鉢 、磨 鉢 、 壺 等 日用 雑 具類 ) で安 価 で あ る。 製 品 は、 浜 田

船 に よ り北 陸 、 北海 道 、 九州 、朝 鮮 方 面 に搬 送 され る こ とが わ か る。

表 19 で は 、 明治 43 年 (1910) 段 階 で 、石 見地 域 にお い て 6 ヶ所 の 瓦 • 粗 陶器 製 造 工場

が あ げ られ て い る。 瓦 ・粗 陶器 生 産 総 額 は 35579 円、石 見 地域 の 工場 総 生 産額 は 726608
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円で 、石 見全 体 の 4.9%を 占めて い る。 6 工場 の うち、5 ヶ所 が那 賀 郡 石 見村 に あ り、赤 瓦

のみ の 工場 が 2 ヶ所 、赤 瓦 と粗 陶器 の両製 品 の生 産 を行 う工 場 が 3 ヶ所 あ った。 残 りのエ

場 は、 那 賀 郡 江 津 村 の 泉 陶器 製 造 所 で 、粗 陶器 の 生 産 に特 化 して い る。 明治 初 年 に は、 多

数 の村 々 で生 産 が行 われ て い た よ うで あ るが 、明治 40 年 代 に は、比較 的 大 量 に生産 す るエ

場 の立地 は 限 られ て い った よ うで あ る】8。

石 見 地域 で は 、赤 瓦 は生 産 量 635000 箇 、 生 産 額 13337 円で あ り、粗 陶器 は 889500 箇 、

22242 円で 、粗 陶器 の生 産 が 大 きい こ とが わ か る。 石 見 村 で は 、赤 瓦 が 生産 量 635000 箇 、

生 産 額 13337 円、粗 陶器 が生 産 量 249500 箇 、生 産 額 6242 円で 、赤 瓦 の生 産 に重 点 が お か

れ て い るが 、江 津 村 で は赤 瓦 の生 産 は計 上 され ず 、粗 陶器 のみ で 640000 箇 、16000 円で あ

った。

3 . 4 製 紙 業

『各府 県重 要 商 品調 査 報 告 』 の 「紙 」 の項 で は、 「本 県 製 紙 ノ業 ハ 、殆 ン ト農 家 ノ副業 二

シテ 、各 季 農 閑 ヲ利 用 シテ 製 造 シ、 四季 絶 へ ス製 造 ヲ為 ス モ ノナ キ ニ ア ラサル モ 、其 数 閑

散 時期 ヲ利 用 シテ製 造 スル モ ノニ比 シ遙 カ ニ少 数 ナ リ、本 県 ニ於 テ抄 紙 業 ノ盛 ナル 八鹿 足 、

美 濃 、那 賀 、 能 義 ノ諸 郡 ニ シテ 鹿 足 郡 ハ 各 種 ノ紙 ヲ産 シ 邑智 郡 ハ 主 トシテ 半紙 ヲ製 ス 、古

来 ヨ リ石 見 半 紙 トシテ 市 場 二名 声 ヲ博 スル モ ノハ 主 トシテ本 郡 産 ノ半紙 ナ リ」 とあ り、製

紙 業 は 、 ほ とん どが農 家 の副 業 と して農 閑期 を利 用 して行 わ れ 、石 見 で は鹿 足 、美 濃 、那

賀 、 邑智 郡 で製 紙 業 が あ り、特 に 邑智 郡 の半紙 が石 見 半紙 と して知 られ て い る。表 20 でみ

え る よ うに、石 見 産 紙 に 「イ ハ ミノクニ ヨシカ (石 見 国 吉賀 ) 」、 「セ キ シ ウ八 マ タカ ミ (石

州 浜 田紙 ) 」、 「セ キ シ ウィ チ ャ マ カ ミ (石 州 市 山紙 ) 」 とあ る よ うに 、 上述 の郡 内 で製 紙 が

盛 ん で あ った こ とが うか が え る。

販 売 先 は 、 「本 県 産 糸 類 八 県 内 二於 ケル 消 費 額 僅 少 ナ ラサル モ 、広 ク県 下 二販 路 ヲ有 シ、

年 々大 阪 、広 島 、東 京 、 山 口、 鳥 取 、 北海 道 、北 陸 、 朝鮮 及 岐 阜•方 面 二搬 出 ス」 とあ り、

か な り遠 方 ま で販 路 を拡 大 して い った こ とが わ か る。 ま た 、 取 引 につ い て は 、 「県 下仲 買人

ナ ル モ ノ各 製 紙 家 ノ 自宅 二付 キ 、 之 レヲ買集 メ 、荷 造 ノ上 各 仕 向地 ノ商 店 二送 付 ス 」 とあ

り、製 紙 家 よ り生 産 され た紙 を仲 買人 が集 め 、各仕 向地 の商 店 へ 送 る こ とに な って い た。

『島根 県産 業 案 内』 で は、 「本 県 の工 業 は運 輸 交通 不 便 の為 、今 日迄 多 くは県 内顧 客 をの

み 目的 と した為 め 、従 て紙 と陶器 を除 て は工 業 と称 す べ き程 の もの は な い。紙 は 出雲 半紙 ・

石 見 半 紙 、 陶器 は 出雲 焼 ・石 見 焼 とて古 く よ り唱 へ られ て居 っ た が 、前 者 は 四十 万 円、後

者 は二 十 万 円 の産 額 を有 して居 る」 とあ り、製 紙 が 陶器 と と もに、 島根 県 の 工業 にお け る

主産 業 と考 え られ 、 出雲 半紙 • 石 見 半紙 の生 産 額 は合 計 で 40 万 円 ほ どで あ った。

3 . 5 た た ら製 鉄 業 の衰 退 と町方 商 家 の変 貌

本 節 で は 、 た た ら製 鉄 業 の衰 退 が 、 町方 の 商 家 に どの よ うな変化 を与 えた か 、 そ の具 体

例 を示 す。•

3 . 5 . 1 江 津 村 商 家 の変 貌

表 21 に よ る と、 明治 23 年 (1890) の江 津 村 及 び近 郷 の都 濃 村 にお け る商 家 は 14 軒 記

載 が あ るが 、そ の 内 10 軒 が鋭 鉄 の 卸 商 で あ った。 それ 以外 の 4 軒 は、陶器 の製 造 と卸 商 で

あ り、近 世 末 か らの石 見 地 域 に お け る特 徴 的 な生 産 物 で あ る鋭 鉄 と陶器 の 流 通 が 江 津 村 の

18 この地域 にお いて粗 陶器 の生産 がみ られ るの は、石見村 、江津村 とも石 見焼 の模範 工場 が あ り、職 工の養 成 を行 って
いた こ とが背 景 の一つ と して考 え られ る (『島根 県誌』 島根 県教育会 、 ! 923) 〇
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大 きな商 業 活 動 で あ った こ とが わ か る。 ま た 、錠 鉄 卸 商 10 軒 の うち 7 軒 は廻船 業 と して営

業 してお り、卸 業務 の他 に水 運 を利 用 した運 送 業 も同時 に行 っ て い た こ とが わ か る。 「島根

県誌 」 いに よ る と、 江 津 村 は 「郷 川 八 国 中第 一 ノ大 河 ニ シテ 、備 後 、安 芸 ノ国境 ヨ リ来 り、

此 間頗 ル 舟運 二便 、 其 港 亦 夕碇 泊 二 宜 シ ク、石 見焼 陶器 ノ産 地 ナ リ。」 とあ り、水 運 、石 見

焼 の 隆盛 が うか が え る。

明治 44 年 (1911) の段 階 で は、表 22 にみ え る よ うに 13 軒 の商 家 が あ り、店舗 数 に大

きな変 化 は ない が 、営 業 内容 は、呉服 関係 2 軒 、食 品 • 肥 料 • 燃 料 (木 炭 卸 売 ) 1 軒 、雑 貨

1 軒 、銀 行 1 軒 、酒 造 1 軒 、 醤 油 1 軒 、宿 3 軒 、 回漕 業 2 軒 で あ った。 物 資 の流 通 を生 業

とす る回漕 業 が 2 軒 と大 幅 に減 少 して い る こ とは注 目 され る。 これ は 、 た た ら製 鉄 業 の衰

退 が 大 き く影 響 して い る と考 え られ る。 回漕 業 で 取 り扱 う商 品 中、 た た ら製 鉄 に よる鉄 は

姿 を消 し、山間部 か ら供 給 され る木 炭 の卸 売 がみ られ る よ うに な り湘、粗 陶器 の流 通 が残 っ

て い る とい った状 況 で は な か ろ うか。

3 . 5 . 2 浜 田町 商 家 の変 貌

表 23 に よ る と、 明治 23 年 (1890) の浜 田町及 び 近 郷 の石 見村 、長 浜村 、三 階村 、波佐

村 で は、39 軒 の商家 が記 載 され て い るが 、呉服 5 軒 、酒 • 醬 油 5 軒 、回漕 業 2 軒 、宿 2 軒 、

銀 行 2 軒 、海 産 物 2 軒 、汽 船 会 社 1 軒 、新 聞社 1 軒 とあ り、 取扱 商 品 は多 岐 にわ た って い

る。 そ の 中で 、特 に注 目 され るの は鋭 • 鉄 の製 造 、取 引 に関 わ る商家 で 、9 軒 (全 商家 数 の

23.1%) で あ った。 瓦 を扱 う商 家 は 1 軒 、陶器 を扱 う商 家 は 2 軒 あ り、紙 の仲 買 • 販 売 は 9

軒 あ った。特 徴 的 で あ るの は 、番 号 1 の浜 田町 で 営 業 して い る卸 商 で は 、鉄 ・錠 と ともに、

半紙 、瓦 、生・M、扱 苧 、油 も取 り扱 って い る。番 号 37 番 の長 浜村 で営 業 して い る仲 買商 は、

鋭 • 鉄 と ともに陶器 、 半紙 、生 蟬 、扱 苧 も取 り扱 って い るの で あ る。

商 家 数 か らみ る と、近 世 か ら続 い た鉄 の生 産 、取 引 は、明治 20 年 代 にお い て も重 要 な位

置 を 占め て い た と考 え られ る。 そ して 、鉄 を取 り扱 う商 家 は 、石 見 特 産 の 瓦 、 陶器 、紙 も

同時 に取 り扱 っ て い るの で あ る。「島根 県誌 」幻に よ る と、浜 田町 は 、「其 ノ港 八 境 、赤 間 関 、

大 坂 等 ノ諸 港 卜船 舶 常 二相 往 来 シ 、亦 タ 国 内 ノ良 泊 処 卜称 セ ラル 、 半紙 、鉄 類 ノ輸 出頗 ル

多 シ。」 とあ り、船 舶 の往 来 が繁 多 で 、 大 量 の物 の流 れ が想 定 で き、特 に紙 、鉄 が 浜 田港 か

らの 主力 輸 出商 品で あ った こ とが わ か る。

明治 44 年 (1911) に な る と、表 24 にみ え る よ うに 158 軒 もの商家 がみ られ 、 明治 23

年 の商 家 数 を大 幅 に上 回 って い る。営 業 内容 をみ てみ る と、明 治 23 年 (1890) に多 か った

鉄 の 取 扱 店 は 、 わず か に 1 軒 の み で あ る。 木 炭 の 取扱 店 は 2 軒 とな っ て い る。 陶器 につ い

て は 3 軒 と維 持 して い るが 、紙 につ い て は 5 軒 と減 少 した。 逆 に宿 の経 営 は 20 軒 、呉服 ・

洋 服 類 も 20 軒 、醬 油 ・味 噌 ・酢 類 が 11 軒 、酒 類 が 8 軒 、薬 が 6 軒 と大 幅 に増加 してい る。

また 、時 計 、靴 、 自転 車販 売 な どの新 た な店 舗 も出現 して い る。

この よ うに 、 明治 44 年 段 階 の商 家 で は 、 明治 23 年 段 階 の商 家 と比較 し、軒 数 は大 幅 に

増 加 した が 、営 業 内容 が大 幅 に変 化 して い っ た。 そ の 変化 の 中で 注 目す べ き点 は 、鉄 の取

扱 店 が ほ とん どな くな り、木 炭 の売 買 な ど多種 多 様 な 商家 が み られ る よ うに な る こ とで あ

姑 『日本全 国商 工人名録 』 日本全 国 商工人名 録発行 所 、明治 25 年 ( 1892) 、 国立 国会 図書館所蔵。

20 註 17 論 文。

21 註 19 『日本 全 国商工人名 録』 。
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ろ う22。 浜 田町 も、 た た ら製 鉄 業 の衰 退 ・廃 絶 の影 響 を大 き く受 けて い た とい え る。 陶器 、

紙 につ い て は 、前 述 の よ うに 明治 40 年 代 も生 産 し続 け て い るので 、浜 田町 へ の粗 陶器 、紙

の物 流 は あ った と考 え られ 、そ れ らを取 り扱 う商 家 もあ る程 度 維 持 で きた と考 え られ る。

4 . お わ りに

以 上 、石 見 地 域 の 中 で特 に浜 田藩 領 を 中心 に、小 物 成 運 上 よ り工業 生 産 物 につ い て特 徴

を抽 出 し、 明 治 以 降 の産 業 の移 り変 わ りにつ い て 、特 に た た ら製 鉄 業 の盛 衰 を核 と して 、

村 々 の変 貌 、 町方 商 家 の変化 を検 討 した。

小 物 成 運 上 にみ え る近 世 末 か らの重 要 な工 業 生 産 物 は 、 た た ら製 鉄 業 、 陶器 、製 紙 な ど

で あ った。 ま た 、 浦 々で の水 運 を利 用 した物 流 も富 を生 ん で い た。

明治 中期 ま で は 、近 世 か らの産 業 が継 続 して い った と考 え られ る。 しか し、 明治 中期 の

た た ら製 鉄 業 の衰 退 ・廃 絶 は 、 関連 の村 々 に大 き な影 響 を与 えた。 山 間部 で は 、収 入 の減

少 は免 れ ず 、生 活 の糧 を求 め、稲 作 な どの農 業 が普 及 し、鉄 穴流 し跡 は耕 地 とな って い く。

ま た 、木 炭 業 は、 新 た な販 売 先 を模 索 して い くこ とに な った。 そ して 、 た た ら製 鉄 業 に 関

わ った運 輸 業 は衰 退 し、馬 の飼 育 は激 減 し、 牛 の飼 育 に シ フ トして い く。 連 輸 用 で牛 を利

用 して い る地 域 は 、一 部 の 牛 を木材 搬 出用 に残 し、 大 半 の牛 を耕 作 用 と して飼 育 す る よ う

に な る。

町方 は 、 明 治 中期 に は、 た た ら製 鉄 で 生 産 され た鉄 の流 通 を生 業 とす る商 家 、 瓦 • 陶器

の流 通 を生 業 とす る商 家 、紙 の流 通 を生 業 とす る商 家 が存 在 し、各 製 品 をす べ て取 り扱 う

商 家 もあ っ た。 鉄 、 瓦 ・陶器 、紙 は商 家 に とって 主力 商 品 で あ った と考 え られ る。

しか し、明 治 末 期 には 、た た ら製 鉄 業 の衰 退 ・廃 絶 が大 き く影 響 し、鉄 の流 通 は激 減 し、

陶器 や 紙 が 工 業 生 産 の 主流 とな り、江 津 や 浜 田へ 流 れ る物 に変化 が訪 れ 、 商 家 が扱 う商 品

も鉄 は ほ とん どな くな り、木 炭 がみ られ る よ うに な り、陶器 、紙 は残 るが 、そ の他 に呉服 ・

洋 服 、雑 穀 、酒 ・醬 油類 、薬 な ど多 岐 に わ た る よ うに な る。 ま た 、旅 館 な どの サ ー ビス業

も普 及 して い る。

この よ うに 、 た た ら製 鉄 業 の盛 衰 は 、少 な か らず 村 方 、 町方 に変 化 を もた ら した。

しか し、本 稿 で は 、石 見 地 域 の産 業 につ い て 、 ほ ん の一 事 例 を紹 介 した にす ぎ な い。 近

世 にお い て は 、小 物 成 運 上 にお け る産 業 の特 徴 の 一 部 を示 した に過 ぎず 、生 産 量 、生 産 額

を示 して い るわ けで は ない。 ま た 、水 産 業 につ い て は検 討 が 出来 な か っ た。 近 代 にお い て

も、 重 要 産 業 で あ る木 炭 業 の具 体 的 な発 展 過 程 につ い て は 、課 題 と して残 っ て い る。 石 見

地 域 の産 業 全 体 を捉 えて い くた めに は網 羅 的 な検 討 が必 要 で あ る、課 題 は 山積 み で あ るが 、

牛 歩 な が らも他 日に期 した い。

【付 記 】 本 稿 の作 成 に あた って 、松 江 市 史 編 纂 室 職 員 和 田美 幸 氏 の 多大 な ご協 力 を得 た。

記 して感 謝 申 し上 げ ます。

22 註 I 7 論 文。
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叢1 小物成運上^ 目別内訳
蜻位 璃目 韻札(父) 附位 項目 O EU L& Jl W回 項目 ■1^3 項目 践札(歩)

1 新銀 37707.604 26 維船 563.3136 5 1 中拠 112.1976 76 )9 川涯船 30.6
2 出入津鶴役 280 19.9684 27 干・ 554.601¢ 52 廊番所跡菓68 地 108 77 母山 30,6
3 tPtt 14804.7912 28 潔山 539.4SB8 53 B g 96.8976 7fi 板墨根師(水做) 30.2328
4 慎山歩一 134&1.50 16 29 537.5445 54 ft % 93.8304 79 販呂星株 27.7776
5 板 4 K ML) 6862.。 ロ6 30 戯!整紐 524.2392 55 K 編 87.7 176 80 松木十分・ 25.8984
6 小鉄出上 6GG4.0 176 3 1 丸物役 461.556 56 附船 87.6024 8 1 魚手紐 25.5024
I <F 11J 6453.4 104 32 350.892 57 地引網 8 1.604B 82 水草 24.5 16
8 地子紐 4303.2056 33 鍛冶屋由役 血尊 78.6024 83 四ツ張 24.48
9 大工(水⑴ 3772.5912 34 既塩 7^ .0192 84 班羞 16.3224

10 般穴 3769.056 35 養代 2®5.9984 60 整網 73.44 85 高網 16.3224
切役 3509.4528 36 質屋 2S0.0224 6 1 小浪 73.173G 86 れかな 16.3224

… 翳幽 &^ ¦̂ ^ ■ 2577.5568 37 山烏 239.0472 62 璋釜 65.1672 S7 16.3224
13 山役 2166.3 36 JIIW 238.5432 63 63.2304 88 熾 15.004a
14 折娼 2133.47S2 39 船大工(水役) 229.0752 64 里結 6 1.1424 89 堀m 寄小飲 14.94
15 大敗 20 19.6 40 焼物 220.5884 記 舗儀 役 59 997 R 90 姓物 12 24
16 小初 1995.1632 41 売栗 2 16.252 6S 9 1 下航役 10.2024
17 JS 造 1515.6432 42 2 16 67 53.856 92 鯨網 10.1952
18 刈豆畑 1327.608 43 ・師 207.2a〇s 68 糸縞 48.96 93 店充 10.0008
19 小戮冶 1068.3072 44 195.8184 69 措嵐株 46.3824 94 貝咬供 7.9992
20 藍龍 970.9704 4 5 百直炭 176.0472 70 温果 43 朗  24 95 和布 6.4972
21 W K 889,02 4 6 175.4712 71 遊妨M 43.8624 96 左冒(水役) 5.0976
22 約日糾井!9 冶屋冥加 745.6176 47 釘地鍛冶 160.3072 72 潮推 42.4512 97 flUM 5.0976
23 死手 743.7096 48 藻役 133.0056 73 段砂置州 41.6376 98 船役 4.2768
24 桶屋(水役) 675.92 16 49 ffi S ® 122.3923 74 槽曲飾(水度) 39.4776 99 <・子 1.0224
25 御林之内拝借地 614.3544 50 虹 12 1.1976 75 菜短 30.7944 1QQ 薮治(主・表49枚・半紙127丸)

出典: r 明治二井町憎巳小物成澤投諸運上眼帳 戴冊之内附雄」「明治二年旧浜田貝P引羅雑款」( 県浜田引- QZ- Q18) .  JM S 県立図• 館所

衰 2 耕 山邁上

出典 : 「明治二年巳小物成浮役諸連上根槌 七組之内第一」(県浜 田引7 2- 09 ｝、「同 七組 之内第二」( 県承 田引- 02- 03)

「明治二年旧浜田藩引継雑款」、島根県立図書館 所蔵 °

・涯 ・ ・ £ 3 臨 も通史 京既齢! ヨ住曲 卸 項 目 人敷 ・個数 請負人 備者
曲也宙邑 区 •亜 !I 瓦/ SB g 4 3.86 醉 山 1ヶ所
1̂ 35 ■ 1 J IsEjE ^ M 27 12.65 銘 山(字今原 与三郎外5 人椅分) ［ヶ所 与三郞外5人
均如迎 ! 圈 ・匪 !I 屋 五! 2^ ¦ 27 7.65 餌 山(字勝地 山下百姓持分) 1ヶ所 山下百姓
也血監 ! 圈 垂 !I 底£毎 27 33.15 新 山(字室原 亀太郎外1入持分) " 所 亀 太郎外 1人
的血it 謹 昌 並 !1 27 22.95 新 山(字漁野根 置造持分) 1ヶ所 畳造
・あ i£2i! 圈 ・亜 !1 27 4 2.74 餌 山(字何山 暈造外1人特分) 1<r 所 畳造外 1人

it ai!  il  E EijESMi 27 58.92 靜 山(字横就) 掛請吹役組
幌 i站 ! 段 笙 ll 1̂ £疫胡・ 27 70 .89 新 山(惣名字含 村辻想百姓持分) 2ヶ所 村辻裝百姓
法市 臼 罷 il  1̂ £HESH 27 44 .88 耕 山(橫就 置造外 1人持分 ) 1V 所 ■:造外 1人
幽 正]i! 圈 鑑 il llUS£§・ 35 68.85 舫 山(三田地・道平) 2ヶ所
師 崖鎭 段 ^ o i! 曲 布 ・ 36 342.72 鱒 山 6ヶ所
欧 正回 臼 墾 日 37 6 1.8 舗 山(字ハ処カ) 1ヶ所
GSSlH 38 2 80.5 耕 山(萩原,門谷,推由,棉越.畏尾,志谷) 6ヶ所
版面我 ! 阪駁 岳if！饅 言ラ・ 39 56.1 知 川原飾 山
b［& 錮 底 龍 此 出8 ;・ 4 0 10.2 飾 山(猪鹿)
”由既倒 由 謳 北 出境 ・・ 4 0 10.2 耕 山(兎何掛)
tj血注回 向 歯 真 出 40 94 .25 節 山(大石谷)
匕匝曲 ! 阿 歯 ‘!¦  IGEE函 • < 4 0 168.3 飾 山(大野)
" 匝亜 ! 国 歯 貧 止皿 ・ 4 0 20.4 節 山(奥山)
b S Sji¦ ■!  fi  S  SgM 40 10 7.1 争 山(含戦 革站原)
1I由時 ! 膵 携 iil liEts&u B 40 6 1.2 耕 山(旅山)
bEf 器 贋 編 ! ¦ iEtS皿 ・ 40 6 1.2 舫 山(棹?入)
b血細 科 諸 iil UE£ 尽 ・ 40 7 1.4 耕 山(敬ヶ谷)
M 註 ! I乏 縄 il U胡§;  fl ft 40 9 1.8 鎖 山(茅谷)
時 誌 ! 斑 編 ! ¦］胡嘉 ・ 40 3 2.95 舫 山( 出ケ谷)
心 担 I当歯 i! E函言M 40 14 2.8 釣 山( 日形)
市木紹 邑智郡 市木村 40 14 2.8 錦 山(野岩)
市木組 邑智郡 市木村 40 102 錦 山(畑原)
市木組 邑智郡 市木村 40 168.3 錦 山(早水)
市木組 邑智郡 市木村 40 13 7.7 " 山(水ケ追 )
市木組 邑智郡 市木村 40 10 9.6S 銘 山(水ケ迫) 箕加銀 午正 月～ 8 月半年分
心 回 40 2 0.4 錦 山(室粗草)
成 爛 I^ gjf ?i3ES 3 5M 40 10 9.65 錦 山(室根 草) 冥加紐 7 月～ 12 月
成 制 40 64 .77 " 山吹銀 (水ケ迫 )
成 制 40 190 .55 " 山吹銀 (早水 )
鼠 制 ほ 割 如 止§記・ 40 7 1,4 " 山(飾 越)
必 地 ［善韓 4 1 17 3,4 " 山(立岩)
睡 理 4 1 244 .8 " 山( 田之迫 )
B面£ 謹 直 m i! E3i曲 2記 4 1 32 6.4 " 山(春松)
B面迎漣 l ^ ^ aH =n?53 4 1 13 2.6 " 山(深渡瀬)
Ê 3 îl ほ 湘 ! 3 皿 詞 4 2 4 7.53 木佐炭" 山 (字金谷)
Ê 3 îl ほ 湖 ! £ 斑 S 4 2 5 1.3 1 木佐炭 山役 (字西平)
Ê SZi! ほ 設!ii! 理 玲 記 42 7 7.2 1 木佐炭 山役 (字 東平)

区 理あ 祝 ・ 44 19 3,8 " 山 6ヶ所
曜 起 区 盥 i! ¦^菱:程・ 4 5 6 1,6 " 山(鹿賀谷 )
険 制 E0朝 i! I皿 姦 ・ 4 6 16 6,52 " 山(挽谷•尾部志)
戲 g 直 物 I疊ほ S・ 4 6 37.74 " 山吹役 (挽谷 ・尾部志)
阻物 通 区 物 ¦£!曲 !£お 55 43 .36 " 山(大平)
阻物 通 [«l Si d3hJ »Er£ai 65 80 5.8 L5 叫 エ ! !¢ し£』 而 叩 『皿 2 ・皿  T
噸 測 67 8 1.8 1飾 山(字 大原)
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表 3 鎖 吹 運 上

出 典 : 表 2 に同 じ。

組 名 郡 名 村 浦 名 村 浦 番 号 銀 札 (四 ) 項 目 人 数 "個 数 備 考
跡 市組 那 賀 郡 南 川 上 村 29 657.9 妹 押 炭 木 ( 恵 口鎖 2ヶ所 ) 2ヶ所
市 木組 邑智 郡 中野 村 38 33.51 折 吹 (野 口餌 ) 当時起 餌 に付 半 連 上
画 謐 ・斑 登 禮 !! EHfS・ 38 67.0 1 鎖 吹 ( 門 谷 )

姦 ・昭 ¢舞 涸 40 219.3 鎖 吹役 銀 ( 唐 杉 )
市 木組 邑智 郡 市 木 村 40 109.65 鎖 吹役 銀 ( 早 水 )
市 木組 邑智 郡 上 田所 村 4 1 153.2 餌 吹役 銀 ( 盲 松 )
市 木組 邑智 郡 井 原 村 44 38.1 SS押 餌 (羽 原 )
市 木組 邑智 郡 井 原 村 44 164.93 銀 押 鎖 吹役 2ヶ所
" 胡 酵 ・昭 蹄 岡 露 辰^ ・ 44 25.5 鋭 押 鎖 吹役 銀 10勿/ 月
庁M盈 • 日 密 M岡 )HK・ 46 37,74 吹役 (菅 之 谷 )
出 羽組 邑智 郡 信 喜 村 47 122.4 銚 押 鎖 (石 見 山 )
出 羽組 邑智 郡 阿 須 那 村 55 122.4 鎖 蓮 上 (大 利 “ )
出 羽組 旧 朝 ・阿 須 那 村 55 122.4 疆 運 上 (落 合 )
出 羽組 邑智 郡 戸河 内 村 56 122.4 鉄 押 銅 (大 処 )
出 羽組 邑智 郡 上 田村 57 367.2 鋭 押 釦 (上 之 後 ・青 山 ・谷 口) 3ヶ所
出 羽組 邑智 郡 都 賀 西 村 58 122.4 簸 吹役 (木 深 山 )

料翻 聯 ”誘 酸M 上 口羽 村 59 122.4 銚 押 餌 ( 字 坂 口)
60 122.4 鉄 押 鋪 ( 字 丸 谷 )

幽 而 & ^ il! 防 噸 ・ 62 208.08 «β押 鋪 ( 後 友 )
出羽 組 邑智 郡 鱒 渕 村 62 71.4 鍋 抑 鎖 ( 羽 下 山 )
出 羽 組 邑智 郡 下 口羽 村 64 204 i st ffl Sp
出 羽 組 邑智 郡 雪 田村 74 122.4 統 押 爭 1ヶ所
三 隅 組 那 賀 郡 芦 谷 村 113 150 飾 1ヶ所
三 隅 組 那 賀 郡 黒 沢 村 114 300 Sp 2ヶ所

» 4  ¢Rfi ¦ jE ± ¢市木組分>

的人 備考

46 1普松飾
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「組名 ］ 郡名 ［村浦名 ¦ ¥ 新 坤名

市木組 邑智郡 市木村 40

虹 I 連上相札
n  ( j g ) ,

高見村廣ハ
昭 邸
井原肴寛六郎
要八郎
西鍛 ¢
因係村林+ 郞

出興:我 1 に同し。

一 3 5 ̶



卷 6 鉄 穴 •砂 鉄 運 上

出 典 :表 2 に同 じ。

組 名 ・同 村 浦 名 村 浦番 号 銀キL( 勾 ) 項 目 人 数 ・個 散 請 負 人 備 考
跡 市 組 以史 塹 千 田村 7 4 6 小鉄 1人 幾 太郎 納
跡 市組 千 田村 7 15.4 小鉄 1人 E・折里原医客・
跡 市 組 部 % H 千 金目 14 50 鉄 穴 (字 ¢> ノ星 山 )
跡 市 組 段・ 遍 嘉 久 志村 15 5 .1 鉄 穴 (字 市 ノ谷 )
蹴 迎 I 耕£ :融 KS湖 f 16 5 .1 鉄 穴 (字 横手 )
跡 市 組 那 賀 郡 19 5 .6 1 小鉄 場 曜 ［ヶ所
跡 市 組 那 賀 新 神 村 19 3 9.7 8 鉄 穴 く宇 叶松 ・六 百 田 ・後 河 内 ・かじゃ ・大 平 ) 5 ヶ所
跡 市 組 邑智 郡 日和 村 2 7 17 5.44 鉄 穴 竹 所 畳 造外 6 人
市 木 組 邑智 郡 中野 村 3 8 9 14 .6 7 鉄 穴40 ヶ所J H池4 2 ケ所 役 JS

市 木 組 邑智 郡 矢 上 村 3 9 2 1 10 .9 2 缺 穴 川役
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 5.6 1 鉄 穴 ( あさミ木 屋 ｝
布 木 組 邑餐 郡 市 木 村 4 0 6.12 鉄 穴 <内ケ原)
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 7.14 鉄 穴 ｛大 野 野 田原 ｝
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 3.5 7 鉄 穴 (柏 原 ｝ 7 月 ～ 12 月
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 7,6 5 鉄 穴 (茅 野 かた らか 谷 )
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 7. 14 鉄 穴 (茅 野 悪 谷)
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 9. 18 鉄 穴 ( 丸峠 ｝
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 7. 14 鉄 穴 (森 ケ迫奥 )
市 木 組 邑智 郡 市 木 村 4 0 3 .0 6 鉄 穴 (蛇 ケ谷 ) ?月 ～ 12 月
市 木 組 邑智 郡 井原 村 4 4 84 ,4 鉄 穴 8 ヶ所
市 木 組 邑智 郡 因原 村 4 6 5.1 鉄 穴 ( 国叢 谷 )
市木 組 邑智 郡 因原 村 4 6 6 .12 鉄 穴 ( 田城 )
市木 組 邑智 郡 因原 村 4 6 10 .2 鉄 穴 (道 免 谷 )
市木 組 邑智 郡 因原 村 4 6 8 .6 1 小 鉄 (挽 谷 ・尾 部志 ・山 附 ・渦 川 ｝
出 羽組 邑智 郡 上 口羽 村 5 9 2 5.5 鉄 穴 役銀
出 羽組 邑智 郡 山 田村 6 3 15.3 鉄 穴
出 羽組 邑智 郡 下 口羽 村 6 4 2 5 .5 鉄 穴 (字 原 場 ・ロ 用培 ・的場 ) 3 ヶ所
出 羽組 邑智 郡 淀原 村 6 6 6 .12 鉄 穴
出 羽組 邑智 郡 岩屋 村 6 7 2 .04 鉄 穴 (宇 山越 峠 之前 )
出 羽組 邑智 郡 岩屋 村 67 5 .1 大鉄 穴 (字 田尻 )
出 羽組 邑智 郡 出羽 村 68 14 .2 8 鉄 穴 (字 編坊 ・臼井 ヶ谷 ) 2 ヶ所
出 羽組 邑 智郡 三 日市 69 3 ,0 6 鉄 穴 (宇 岩 屋 )
出 羽組 邑智 郡 和 田村 7 0 6.3 9 鉄 穴
原 井組 那賀 郡 日脚 村 78 14 .6 1 浜 小 鉄 洗所 運 上
原 井組 那 賀郡 西村 3 7 14 .2 8 鉄 穴 場 2 ヶ所
原 井組 那 賀郡 幅 山村 90 2 8.5 6 鉄 穴 4 ヶ所
心 康 那 賀郡 田様 村 9 1 7,14 鉄 穴 1ヶ所
朧 齢 ・LIO 頻 鍋 石村 9 3 7. 14 鉄砂 培 1ヶ所 光太 即

且 性目! 那 賀郡 室谷 村 1 12 2 1.4 2 鉄 穴
= 心 那 賀郡 芦谷 村 1 13 4 9.9 8 鉄穴

衷 6 小鉄 運 上

先 に

村 浦 名 等 村 浦 番 号 小 鉄 (駄 ) 運 上 銀 ( 勾 ) 納 入
都 野 津 組 四 月改 18 2 70 9 3 8 7 .3 8 7 神 村 森 脇 吉 右 衛 門 外3 人
都 野 球 組 八 月改 18 2 1 12 3 0 2 .0 16 神 村 森 脇 吉 右 衛 門 外3 人
芦 谷 村 受 役 辻 1 13 1 15 00 16 4 4 .5 芦 谷 村 庄 屋 寛 六 良
室 谷 村 受 役 辻 1 12 5 5 00 7 8 6 .5 室 谷 村 庄 屋 庄 三 郞
横 山村 9 0 6 3 0 8 g 〇2 .0 4 4 横 山村 庄 屋 織 之 助
田播 村 9 1 3 6 7

田播 村 9 1 2 0 8 S 2 98 .58 4 長 見 鐘 半 左 衛 門
西 村 湊 小 鉄 8 7 16 13 23 0 .6 59 西 村 庄 屋 市 郎 二
錦 石 村 9 3 10 2 3 14 6 .28 9 柳 ケ谷 鐘 代 春 次
鍋 石 村 9 3 5 5 3 7 9 .0 7 9 明比 谷 鎖 利 太 郎

1 1 1 4 18 5 9 .7 74 折 居 村 庄 屋 寛 六 郞
内村 受役 8 9 2 0 0 2 8.6 内村 梅 次 郎
日脚 村 受役 7 8 10 0 0 14 3 日脚 村 庄 屋 保 太 郎

凰 由 お圈 齢携せ 理制 1部幽 母 圈 園底 ・ 1 14 28 6 4 0 .8 9 8 黑 沢 村 庄 屋 三浦 与 一 朗
津 和 野 より猿 ゲ谷 鍾 へ 越 小鉄 1 14 164 .6 2 3 .5 3 7 8 黒 沢 村 庄 屋 三浦 与 一 郎
津 和 野 より高 源 ( 力) 疆 へ 越 小 鉄 94 72 .5 10 .3 6 7 5 野 坂 村 庄 屋
津 和 野 より芦 谷 柱 へ 越 小 鉄 1 13 4 0 1 5 7 .3 4 3 芦谷 村 庄屋 貫六 良

出典 ; 表 1 に同 じ。

長 州次 佐 廻 り 8 9.3 2 6 .7 9 日脚 村 庄屋 保 太 郞
都 野津 組 小 鉄 4 8 2 1 ' 4 8 2 .1

東西 村 小鉄 3 0 5 70 15 2 8 .5

表 フ 小 割 鍛 冶 屋 運 上

出 典 : 表 2 に 同 じ。 W
- 3 6 ̶

組 名 名 村 浦 名ーI 村 浦 券 喜 銀 札 ( 地 ) 項 目 椅 者
脚あ達領• ・荒 H價 2 7 13 4 .6 4 小 割 鍛 冶 屋 ( 字 猪 迫 峠 林 中 小 林 請 ) 1ヶ所
跡 市 組 邑 智 郡 日和 村 2 7 13 4 .6 4 争 添 鍛 冶 屋 1ヶ所
跡 市 組 那 賀 郡 南 川 上 村 2 9 8 7 .7 2 鍛 冶 屋 ( 恵 口銅 ) 1ヶ所
跡 市 組 邑 智 郡 渡 村 3 7 5 7 .3 2 小 割 鍛 冶 1ヶ所 巳2 月 ～ 4 月
市 木 組 邑 智 郡 中 野 村 3 3 6 1.2 鍛 冶 屋 ( 野 口 ) 当 時稼 中 に 付 半 年 分

曲 通龍! 旧 融 GeESbM 4 0 13 4 .6 4 小 割 鍛 冶
斥也 卦 t ほ ・卷 個 4 0 13 4 .6 4 小 割 鍛 冶 (越 木 ｝ 巳7 月 ～ 午 3 月 1 1 勾 / 月
市 木 組 邑 智 郡 市 木 村 4 0 13 4 .6 4 小 割 鍛 冶 (早 水 ｝
市 木 組 邑 智 郡 上 田 所 村 4 1 16 3 .2 小 檜 鍛 冶 屋 山

4 1 13 4 .6 4 小 家 鍛 冶
市 木 組 邑 智 郡 ¦井 原 村 4 4 2 2 .4 4 小 観 鍛 冶 屋 5 月 ・&月 分
m困 酵 ・ r斗 謁 in 同 爾 4 6 1 3 4 ,6 4 小 客 鍛 冶 1軒
出 羽 組 邑 智 郡 下 田 所 村 6 5 6 7 .3 2 小 書 鍛 冶 屋
出 羽 組 邑 智 郡 高 見 村 7 2 1 3 4 .6 4 小 留 鍛 冶 屋 2 ゲ所
出 羽 組 邑 智 郡 円 ノ板 7 3 1 3 4 .64 小 害 鍛 冶 屋 2 ヶ所

曉 湖 邑 智 郡 雪 田 村 7 4 6 1.2 小 書 鍛 冶 屋 1ヶ所
且 曲 那 賀 郡 黒 沢 村 1 14 10 0 鍛 冶 屋 1ヶ所 已 9 月 新 願 9 月 ～ 午 6 月

疋 見 組 ¦美 濃 郡 上 道 川 村 17 4 2 6 9 .2 8 小 割 鍛 冶 屋 2 軒



表 8 針金 •釘 鍛 冶屋 •櫃扱運 上

出典 :表 2 に同じ,

組 名 郡 名 村 浦名 村浦番号 銀 札 (初 項 目 人数 ・個 数 請 負人 備 者
市 木組 邑智郡 上 田所村 41 26.93 鍛 冶 屋 (針金力)
市 木組 邑智郡 上亀 谷村 42 67,32 釘 鍛 冶屋 (字亀 谷 ) S分5厘 / 月
市 木:組 邑智郡 上亀 谷 村 42 26.93 釘 金 鍛 冶屋 ( 宇大草 ) 2勾2分/ 月
市 木組 邑智郡 井 原村 44 67.32 釘 地 鍛 冶屋 5勾5分 / 月
出羽組 邑智郡 信喜 村 47 33.66 釘 地 鍛 冶屋 半 年分
跡市組 那 賀郡 千 田村 7 15 稲扱 冥加 銀 1入 小次郎

套 9 瓦師運上

外 に
瓦 株 冥 加 銀

村 浦 名

浦
号

村
番 納 人

銀 札
( 初

備 考

跡 市 組 本 明村 6 幸 三 郎 4.335 半 年 分
跡 市 組 本 明村 6 峯 太 郎 4.335 半 年 分
跡 市 組 千 田村 7 小 次 即 4.335 半 年 分
跡 市 組 嘉 久 志 村 15 浅 之 助 8.67
梅あ歯 眞 夜 砲 S. 15 演 + 即 5.1 半 年 分

18 嘉 次 郎 10.2
跡 市 組 神 村 19 芳 十 郞 10.2
跡 市 組 師 主村 20 種 吉 10.2
跡 市 組 敬 川 村 21 為 十 郎 10.2
跡 市 組 高 田 村 23 平 次 郞 10.2
跡 市 組 高 田 村 23 平 次 郎 8.67
跡 市 組 久 代 村 24 与 惣 次 8.67
跡 市 組 久 代 村 24 与 惣 次 8.67
跡 市 組 日和 封 27 虎 渓 (力) 三 10.2
原 井 組 西 村 87 善 太 郎 10.2
原 井 組 浅 井 村 102 勇平 10.2
原 井 組 浅 井 村 102 幾 術 8.67
原 井 組 長 沢 村 103 源 助 8.67
原 井 組 長 沢 村 103 伝 市 8.67
原 井 組 長 沢 村 103 暮 代 次 郎 10.2
原 井 組 生 湯 浦 186 勝 次 郎 10.2
三 隅 組 福 浦 197 順 造 8.67
三 隅 組 福 浦 197 治 郎 兵 衛 8.67

陸 久 志 村 ! 同 廣 十 塹 「 7 0 0 「 1

出典 : 表 1 に 同 じα

表10 瓦 •丸物など運上

出 典 : 表 2 に 同 じ。

組名 郡名 村浦名 村浦番号 銀札 ( 免) 項 目 人数 ・個数 請 負人 備考
跡市組 那賀郡 本 明村 6 40.8 丸物焼 1ヶ所
跡市組 那賀郡 千 田府 7 43.86 丸物 3人 多吉外2人

7 5.13 丸物冥加銀 1人 小次郎 半ケ年分
跡市組 那賀郡 千 田村 7 21.93 丸板!冥加銀 1人 又次 半ケ年分
跡市組 那賀郡 嘉 久志村 15 43.86 丸物場役銀 1ヶ所
跡市組 那賀郡 和 木村 17 43.86 南場 1ヶ所
跡市組 那賀郡 高 田木 23 20.4 丸物焼 1ヶ所
跡市組 那賀郡 久代紀 24 20.4 対物焼 1ヶ所
跡市組 那賀郡 飯 田木 31 43.86 丸物釜手役

75 30.6 丸物 1人 青江九郎平
原井組 那賀郡 長浜村 77 20.4 丸物 1ヶ所
原井組 那賀郡 長浜村 77 42.98 焼物 人形細工師 1人
原井組 那賀郡 黒川村 96 12 瓦屋根
原井組 那賀郡 長沢村 103 43.86 丸物 勝造
原井塹 那賀郡 長沢村 103 21.42 丸物 岩造

108 15.3 丸物
目 論 事籍 点 緬 ¦nnnsM 128 15.3 丸物師 1人,
三隅組 那賀郡 向野 田村 131 15.3 丸物屋 1人
益田組 美濃郡 下本郷村 144 4.25 瓦師 1人 山口藩へ納
益田組 美濃郡 木部村 148 20.4 丸物師 1A

^ 11 焼物甚 切

出典 :表 工に同じ。

納人 種類など
治即助 •文作 13

浅四即 1〇¦ 白焼 同断
10

鴻井村次郎助 43.86 丸物焼
文作 43.86 丸蜘焼
浅井村 勇平 4 1.67 石灰焼
浅井村 整平 10.2 1 油丸焼

- 3 7 -



衰 12 紙 濾船連 上

出典 :義 2 に同じ。

組名 郡 名 村浦名

浦
号

村
番 故札 (知) 項 目

個 数
章 )

備考

跡市組 那賀郡 宇津 井村 1 3.0 6 紙漉般 3
跡市組 那賀郡 姉金 村 2 3.0 6 魅漉統 3
跡市組 那賀郡 大錦 3 2 .4 2 i S / i®
跡市組 下有 加村 4 2 .4 2 15QZ H
跡市組 那賀都 上有 福封 5 4.0 8 紙湖 魄 4 1» / «
林南姐 那賀郡 本 明村 6 6.12 紙遊蛤 6 15Q/ K
跡市組 那賀郡 千 田村 7 6.12 紙濾監 3 155 / H
跡市組 那賀郡 跡市 甘 8 17.34 紐渡踏 17 1* / « !
跡市組 邑智郡 清見 打 g 2.04 2 也 ノ鰻
跡市組 邑智郡 伊湯 村 10 6.12 紐濃蛤 6 i i g / «
跡宙組 那賀郡 田原 村 11 9.16 9 155 / IHE
跡市紹 那賀郡 平床 村 12 6.12 紙漉絵 6 1» / ! ¢
跡市組 那賀郡 通 ・ 14 1.02 1
跡市組 2 6 10.2 紐濃般 10 1勿 / 帷
跡市組 画• EMUE3 SI 2 9 2.0 4 紙漉般 2 也 ノ艘
跡市組 邑智郡 今 田村 30 10.2 蜘 g 松 10 m / K

踊 通 政 壁細 Ennm i 32 25,5 紙漉般 25
跡市 組 邑智郡 小 田村 33 28.56 盈漉松 28
跡市組 邑智郡 江岸村 34 18.3 6 紙漉抵 1B 1勿 ノ峻
跡市 組 邑智郡 渡:rf 37 4.0 8 紙漉絵 4
市 木組 邑智郡 鹿賀村 45 4.0 8 紙漉地 4
市 木組 邑智郡 因原村 46 5.1 紐漉抵 5
出羽組 49 3.57 抵旅地
濫枠 EH 52 2.0 4 紙 浪訟 ?

UiK Ki! ^ ^ 3 藥瀬村 53 15.3 紙漉!̂ 15
出羽組 邑智郡 阿須 那村 55 10 .2 灰漉題 10
出羽組 邑智郡 戸河 内村 56 2.0 4 2
出羽組 心 撮 上 田村 57 1.0 2 1
出羽組 & 部 ・ 宇都井村 60 3.0 6 3
出羽 組 邑智郡 T  口羽村 64 7.14 紀 漉松 7
出羽 組 邑智郡 雷 田却 74 2.04 駐 漉般 2

原 井組 那 賀郡 宇野村 10 7 15.3 紙 漉船 5 1少/ 1年
三 隅組 美 澹郡 丸殖有 122 2.04 紙 漉船 2
三 隅組 美温 鞘 都 茂村 123 3.0 6 躍麗霜 3
三 隅組 融 朝 津茂村 124 19.14 布紙 灌船 3
益 田組 上波 田村 154 5.1 紙 漉船 5
疋 見組 し〇 jfl 澄川村 160 1 19.34 紙 漉船 117 i j g / M
疋 見組 庄瀬村 16 1 7 1.4 物 漉船 70 1四/ 艘
疋 見組 也 皿 千原村 162 11.2 2 紙 漉船 11 159 / « ?
疋見粗 163 11.2 2 紹 漉船 11 何 / ! ¢
疋見 組 美濃 郡 薦木村 164 9.18 紙 纏^ g 153 / 1¢
疋見組 美濃 郡 矢尾打 165 15 .3 紙 漉船 15 15g / ®
疋見組 美醐 内石村 166 13,2 6 13 159 / « ?
疋 見組 郭 !! 郡 内谷甘 167 2 6.52 紙漉 蛤 26

疋見組 美濃 郡 小平村 168 3 .6 只 灌船 3 155 / 1¢
疋見組 美濃 郡 西村 170 15.3 紙!鹿船 15 切 / 艘

ー表 13 半範 連 上

出典 : SU に同じ。

組 名 郡 名 村浦名
村浦
番号

納 人
人数
( 人)

数・
(束 )

跡 市組 那 賀郡 宇都井村 1 3 90
跡 市組 辛 田村 7 1 30
跡 市組 那賀新 跡市・ 8 6 330
跡 市組 版 融 后IDE3S1 1 30

跡布 組 回 設 iJ ESUtsa ! 3 180
跡 市組 邑智郡 川戸 3 5 4 120
市 木組 SW 中野村 3 8 2 60
市 木組 邑智郡 矢上麻 3 9 5 150
南 木粗 邑智郡 市木村 40 1 30
市 木組 邑智郡 井原村 44 3 90
市 木組 邑智郡 鹿賀村 4 5 2 60

希 木組 邑智郡 因鼠有 4 6 1 30
1狀 卿 ・邑智郡 下 口羽村 64 2 60

!阻 斐 邑智郡 下 田所村 6 5 1 30
心 通 那賀郡 原井町 75 2 G0

些 疆 熱 田村 76 2 60

噸 ・通 長浜町 77 g 3 00

原井組 既 倒 日卿村 7B 2 60
原井組 那賀郡 西村 87 2 90
原井組 那賀郡 内 田村 88 3 90

原井組 那賀郡 牛一町 96 2 90
原井組 那賀郡 黒川村 96 2 60

原井組 那賀郡 田町 102 2 60
原井組 捌通 H松原浦 187 7 24 0

湖戸ケMk 13& 1 3 0
原井組 № 03 浜田八町 9 30 0
三隅組

器 点 !!
73 27 90

益 田組 益田村 134 15 6 60

^ ^ ・ゝ£§員旧証童丑 SI  ̂ EEEJ 1 60

函 ®  函 箱 皿 藍 ! ・ EQ 1 6 0
益 田組 点  !1 h t &j 3 120

既 面  宙 歯 ! 匡珂 SB 14 7 6 33 0

益 田組 ¦美濃郡 ¦木 都村 14 8 4 120
益 田組 ^ 3 0 仙 損封 15 1 9 270

益 函祖- 小原材 152 3 90
益 田組 美涯郡 三 谷折 15 3 1 30
益 田新 S 1 S" 上 波田村 154 3 90
益 田組 黄混郡 笹 倉村 15 5 1 30
益 田組 大谷打 159 2 60
疋見組 山 瓶 澄 川折 160 2 60

疋見組 譜 谷村 163 1 30
疋見組 山 通 内谷耕 1 1 30
疋見組
疋見組

威 朝 西 :& 1 1 30

東 村 173 2 60

華 14 ー出入浦運 上

I那賀魅 I松原浦 187 �

那賀郡 ¦茶 田浦 188
190

間屋共 1塞 (X ! 目浦 々幡 共美讓郡 ¦巷 田七ケ浦・
三隅五 ケ浦 運 上1530

出典 : 衰 1 に同じ。
扇 仇［也 料

6969.12 9印号!浜 ?S 7K 掲積出場 諸連上 起.内6 83炬  分4厘 下改方給料として上料i の内̶割差 引
荷 5 1就板妬 針若異1貫 百 _ ～

^ 15 盤 運 上
組 名 郡 名 村 浦 名 1帰位 船 数 (嘘 ) 備 考
跡市 組 1 寧 郡 国 分 村 唐鐘 浦 17 6 7 7 .8 4 9 1
跡市 組 1 寧 郡 留 券 材金 周 湘 浦 17 7 14 .15 18 1
跡市 組 那 賀郡 波 子 浦 17 9 19 3 .3 7 5 2 1

跡市 組 那 賀郡 敬 川 村 i a o 5 4 .7 6 12 5

跡市 組 那 賀郡 都 野 津 浦 18 2 24 6 .8 6 3 4

跡市 組 那 賀郡 和 木 浦 18 3 3 5 .64 15 3

原井 組 那 賀郡 下 由:浦 18 5 3 5 .4 16 4

佩井 組 那 賀郡 松 原 浦 18 7 8 L 3 8 4

原井 組 那 賀郡 浜 田浦 18 8 18 8 .8 6 6 10

原井 組 ま慣 郡 熱 田浦 18 9 9 .9 6 20 1

原井 組 弟虐 郡 長 浜 浦 19 0 7 2 .9 9 10 7

原井 組 那 賀郡 星 塵 浦 19 1 4 1.4 13 4

19 2 2 9 6 .94 2 6 攻 粗 挫^ ^ 圈 % 理 翼 国・
目 圈 !・ 切配高 !I 湊 浦 19 2 7.73 2 2 1 当春 買 入 に付 半 年 分
ョ 隅 組 那 賀郡 古 湊 (古 市 i i 村 ) 19 3 3 8 .3 3 14 1

三隅 組 那 賀郡 福 浦 ( 西河 内村 ) 19 7 8 .9 2 1 1

題 戰担• 斑 朝 中 須 浦 19 9 3 5 1.前 1 14

田 盛 ・ 星 直辿 遠 田 浦 20 1 20 1.72 4

律 田 浦 20 2 10 9.25 7

岡 球 !• 成 調 大 谷 浦 20 4 5 9.5 7 1 1

益 田組 1美 濃郡 ¦大 浜 浦 (木 部 浦 ) 20 5 13 .12 1 9

15.7 2 17 1

出興 : 我 1 に 同じ。
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表 16 島根 県 の たた ら製 鉄 業 精 錬 場 数 、原 料 、生 産 量 の 変 遷

年 ( 西 暦 )
精 錬 場 数

(ヶ所 )
精 錬 原 料

( 貫 )
鋭

( 貫 ) ( 貫 )
鋼

( 貫 )
鍊 鉄
( 貫 ) .

明 治 38(1905) 28 3886316 422620 207919 381272 430189
明 治 39(1906) 28 3711766 389272 190527 245357 412459
明 治 40(1907) 25 4150789 349387 142330 245134 265046
明 治 41(1908) 30(20 力 ) 1699789 206345 110167 82787 99372
明 治 42(1909) 17 979944 135846 52637 35377 72681
出 典 : 『各 府 県 重 要 商 品 調 査 報 告 』農 商 務 省 商 務 局 、明 治 44年 (1911) 、国 立 国 会 図 書 館 所 蔵

表 17 明 治 43年 ( 1910) 12月 島 ;根 県 内 10人 以 上 使 役 た た ら製 鉄 業 関 係 工 場 所 在 地 • 製 品 概 要 • 雇 用 者 数

地 域 工 場 名 所 在 地 名
製 造 高 雇F賄 ( 人 )

製 品 の 種 類 数量 (貫 ) 価 額 ( 円 ) 男 女 合 計
石 見 鎖 邑 智 郡 ¦ 口羽 村 折 銀 3570 375 11 0 11

出 雲

菅 谷 鎖 飯 石 郡 吉 田 村 鋼 ・鋭 ・鍋 87459 7760 54 0 54
杉 戸 銅 飯 石 郡 吉 田 村 鋼 ・折 鍋 26813 3311 49 0 49
町 鍛 冶 屋 飯 石 郡 吉 田 村 鉄 (錬 鉄 ) 13087 3402 26 0 26
芦 谷 鍛 冶 屋 飯 石 郡 吉 田 村 鉄 (錬 鉄 ) 24626 6403 29 0 29
杉 谷 鍛 冶 屋 飯 石 郡 田 井 村 鉄 (錬 鉄 ) 26330 6846 29 0 29
鉄 穴 銅 仁 多 郡 八 川 村 鋼 ・制 鍋 38438 6000 25 0 25
模 原 銅 仁 多 郡 阿 井 村 鋭 75434 6034 42 20 62
内 谷 鍛 冶 屋 仁 多 郡 阿 井 村 鍊 鉄 19488 6489 46 0 46
安 来 煉 鉄 工 場 能 義 郡 安 来 町 諫 ( 煉 力) 鉄 ・錬 銅 63000 19280 15 0 15

合 計 374675 65525 315 20 335
出 典 : 『島 根 県 産 業 案 内 』島 根 県 内 務 部 、明 治 45年 (1912) 、島 根 大 学 附 属 図 書 館 所 蔵
註 : 「雇 用 者 」は 、「職 工 及 徒 弟 人 員 」と「労 働 人 夫 」の 合 計 で あ る。

表 18 明 治 35年 (1902)段 階 での 三 原 村 飼 育 牛 頭 数 内 訳 (頭 )

出典 : 『島 根 県 邑智 郡 三 原 村 農 事 調 査 報 告 書 』
島 根 県 農 会 、明 治 38年 (1905) 、
島 根 県 立 図 書 館 所 蔵

牡 牛 牝 牛 合 計
耕 作 用 96 27 123
駄 賃 用 13 0 13
三 歳 未 満 の もの 44 12 56
合 計 153 39 192

表 19 明 治43年 (1910) 12月 島根 県 内 10人 以 上 使 役 瓦 ・陶 器 製 造 工 場 所 在 地 •製 品概 要 •雇 用 者 数

出典 :表 17に 同 じ。
註 ：「雇 用 者 」は 、「職 工 及 徒 弟 人 員 」と「労 働 人 夫 」の 合 計 である。

地 域 工 場 名 所 在 地 名
製 造 高 雇 月月者 ( 人 )

製 品 の種 類 数 量 ( 箇 ) 価 額 ( 円 ) 男 女 合 計

石 見

木 坂 工 場 那 賀 郡 石 見 村 赤 瓦 156000 3276 17 0 17
亀 谷 工 場 那 賀 郡 石 見 村 赤 瓦 153000 3213 15 0 15

山 口工 場 那 賀 郡 石 見 村
赤 瓦 121000 2541

25 0 25半亘陶 器 123000 3075
合 計 244000 5616

手 代 延 工 場 那 賀 郡 石 見 村
赤 瓦 92000 1932

20 1 21粗 爾 器 42000 1055
合 計 134000 2987

吹 ケ迫 工 場 那 賀 郡 石 見 村
赤 瓦 113000 2375

18 0 18瓶 商 器 84500 2112
合 計 197500 4487

泉 陶器 製 造 所 那 賀 郡 江 津 村 卷!商 器 640000 16000 21 0 21
合 計 1524500 35579 116 1 117
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出 典 : 尾 崎 富 五 郎 編 『改 正 諸 国 紙 名 録 』
錦 誠 堂 、明 治 10年 (1877) 、国 立

国 会 図 書 館 所 蔵

表 20 石 見 産 紙 の 福! 類
製 品 名 備 考

上 漉 半 紙 イハ ミノクニヨシカ

中 漉 半 紐 イノ\ ミノクニヨシカ

中 漉 塵 紙
中 漉 中 折 • 障 子 紙
中 漉 板 紙
石 州 半 紙 •茶 半 紙 セキ シ ウ^̂ 、マタカミ
石 州 塵 紙 セキ シ ウハ マタカミ
市 山 半 論 セキ シ ウィチャ マカミ
市 山 塵 紙 セキ シ ウィチャ マカミ
花 岡 半 紙 アラタメノモシャ イ
伊 東 半 紙 ヲム クラヲサ メカミ
石 見 宇 田 " 帳 面 紙

表 21 明 治 23年 (1890)11月 現 在 江 律 村 商 工 業 内 訳 •営 業 者

出 典 : 『日本 全 国 商 工 人 名 録 』日本 全 国 商 工 人 名 録 発 行 所 、明 治 25年 (1892)、国 立 国 会 図 書 館 所 蔵

所 在 地 営 業 品 • 営 業 種 別 1 営 業 品 • 営 業 種 別 2 営 業 者 名 等
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鉄 鉄 万 卸 商 廻 船 業 泉 屋 山 本 英 一
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鋭 鉄 万 卸 商 廻 船 業 釜 屋 飯 田源 之 丞
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鋭 鉄 万 卸 商 廻 船 業 玉 島 屋 藤 田吉 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鉄 鉄 万 卸 商 廻 船 業 矢 富 徳 太 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鋭 鉄 万 卸 商 廻 船 業 讃 岐 屋 千 代 延 竹 五 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鋭 鉄 万 卸 商 廻 船 業 泉 屋 山本 萬 太 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鉄 鉄 万 卸 商 廻 船 業 平 岡 屋 平 田 久 四 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鋭 鉄 万 卸 商 福 原 金 治 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鋭 鉄 万 卸 商 山藤 庄 次 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 鉄 鉄 万 卸 商 花 屋 山藤 傳 太 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 陶 器 製 造 卸 商 出 野 屋 泉 長 九 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 国 産 陶 器 製 造 卸 商 仁 木 忠 兵 衛
石 見 !3 那 賀 郡 江 津 村 国 産 陶 器 製 造 卸 商 山 吉 好 吉
石 見 国 那 賀 郡 都 濃 村 字 嘉 久 志 国 産 陶 器 製 造 卸 商 山 形 米 三 郎

表 22 明 治44年 (1911) 江 津 村 商 工 業 内 訳
所 在 地 営 業 品 •営 業種 別 経 営 者 •経 営 店

石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 呉 服 ・太 物 ・荒 物 • 小 間 物 商 八 神 屋 商 店
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 食 塩 ・油 類 •雑 穀 •砂 糖 ・肥 料 •木 炭 卸 売 江 津 商 業株 式 会 社
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 煙 草 元 売 捌 •薬 種 及 染 料 •独 乙 眼 鏡 •雑 貨 • 度 量 衡 器 販 売 池 田真 栄 堂
団 胆 • 倒虹 罰 凝 ・銀 行 江 津 銀 行
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 呉 服 田 中商 品
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 回 漕 業 山 亀 回 漕 店
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 酒 造 千 代 延
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 醤 油 山 藤 好 太 郎
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 宿 牛 尾
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 宿 飯 山館
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 宿 花 屋
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 回 漕 業 岩 谷 回 漕 店
石 見 国 那 賀 郡 江 津 村 塩 友 商 店
出 典 : 多納 佐 三 度B編 『国 民 日用 便 覧 』報 光 社 、明治 44年 (1911) 、国 立 国 会 図書 館 所 蔵
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衰2 3 明治23 年］1890) 11月現在浜 田町商 工業内駅 •営 業者
IS # ! 所我 営集品 ・;

出典 : 表2 1に同じ。
註 :備考梱 の。ほ、鉄 の製 造、取引に関わる商 家を示 している。

所・地 営業品 ・営業種別 1 営業 品・営藁科1別2 営業者 名等 備考
ぜ! 謳 ・ 読配販 浜田町 半紐 ・鉄 ・% 瓦 ・生M( ・扱 苧 ・油卸商 河 内岸 西坂彦太即 〇

2 石見 国 郡賀郡 浜田町 諸品卸商 (大割鉄 ・小長判鉄 ) 酒 ・醬 油gg造 石津平造 〇
3 石見 国 那賀郡 浜田町 縁 ・油類・半 紙・鉄卸商 町僧店 河 内屋 西坂災三即 〇
4 石 見国 那賀郡 浜 田町 砂糖 ・航 ・鉄 ・梃苧仲 買商 早紙 ・生蠟 ・油矯 温源津屋 江本善四郎 〇

_ 5

a

皿 胆 • 祖畝 直錠 塩田町 諸品仲 ・商 穀珈商 井内諸十即
沼 田利八 〇

曲 胆 • 戚 難 浜 田町 海産物仲 ・商 佐 郎
国 胆 • 戚 融 塩 田町 呉服太物洋 反物商 荒物 •小間物類 安連幾太郎

3 石見 国 那賀郡 浜 田町 呉服太物洋 反物商 小間物販 克 佐野畏兵衛
10 石 見国 那 覽郡 浜 田町 異服太物洋 反物商 蓋物 •小間物熟 岡山六兵術
11 なy  E3ZO 塩 田町 異服太物洋 反物商 部 … 小間物類 横山勉悄 堂
12 1石 見国 1那賀郡 ¦燒 田町 呉服太物洋 反物商 小間物 類 中村S9 四郎
13 誰魅 ! ¦!・ 跡 ・ '!! 浜 田町 反物 ・小間物 ・荒物 ・率 物販売所 催疑茨F .
14 石見 国 麟 浜 田町 生蠟油類商 俵助太郎
15 石見 国 浜 田町 油弟附商 桐 田治右衝 門
16 石見 国 那覽郡 浜 田町 薦糠絵鼻洋 酒商 德 新十郞
17 石 見国 那賀郡 承 田町 書籍筆畳紙 類商 安達共栄 堂
18 瑚 5・ 丘旧 技 塩 田町 活版石版 印刷業 濱 田活版 所
19 右 見国 化 M 右 見村 清酒研借 販売 宇津寅一
20 石 見国 蛭 迪 浜 田町 酒 ・醬油醐造販売 大連新作
2 1 石見 国 浜 田町 酒類醐匿販 亮 儀 元右衝 門
22 ュ 胆 ・ 丘興 疆 浜 田町 諸 国陶器商 三浦為 治
23 石 見国 那賀郡 田町 万大工道具 ・鍋 ・釜卸商 諸車襲造 所 秋 田青造
24 石 見国 那賀郡 田町外浦 回漕業 海士 (¢ 小林藤 一郎
25 右 鼠国 那賀郡 浜 田町外浦 回漕業 宛垢 屋 西坂 彦太 郎 支店
2 6 石 見国 那賀郡 田町 各府 県官吏 御定宿 山岡いと
2 7 石 見国 物化蜘 浜 田町 旅 人宿 道具 岸 川村 とく

28 石見 国 那貿郡 浜 田町 濱 田銀行
函取 :岡本俊信
支配 人 :橫 山直 内 資本金 10 万円

2 9 右 見国 那賀郡 浜 田町 津和野第 五+ = 国立銀行 支店 支配 人

30 石見 国 那賀郡 浜 田町
無 限責任 共立金社
集務 : 語産物 抵当賃、荷為換取扱 、

諸庫 物蕃荘販弄 、石 油売買

柱長 :小林藤 一郎
支配 人 :古起辰 次郎

3 1 石見国 那賀郡 浜 田町 石 見産紙 会社 業務 : 半紙委好販売 龍畏 :彌重養介

3 2 石見 国 那賀郡 浜 田町 山陰水産会 社 集務 : 海産物充 買 社長 :横 山直 内
支配 人 ;上村三 郎

3 3 石見国 那賞郡 浜 田町 汽船取扱 会社 業務 : 汽船荷客取扱 社畏 :岩聞路 一

3 4 石見国 那賀郡 浜 田町 石見新報 石見 新報社

定価 : 1枚2銭S

厘1ヶ月分前
金
広告料 : 2D字
尚 行1回金 1
段5 11

35 石見国 那賀郡 長康村 大和長 竹告骨 ー郞 〇
36 石見国 那賀郡 疑 村 国産半紙 取扱商 廻船 問屋 竹利事 宇津 利三郞
37 石見国 那賀郡 長聞 半紙 ・生魄 ・根苧 ・戲 ・鉄 ・險器仲 實商 吉田藻 村 上七太郞 〇
38 右 卵•国 那賀郡 三 暗村字 長 員 鉄 ・餅製借 販売 三滴清三郎 〇
39 石見国 那賀郡 波佐村 鉄 製造 販充 (三浦彦太郎) 佐竹 要助 〇

善 24 明治44年 (1911) 浜 田町醒 内訳

出典 :表22に同じ。

順位 営業種類 ・取 り扱い品 軒数
宙 )

備考 順位 営業種類 ・取 り扱 い品 莉数
(軒 )

備考

1 宿 20 21 写真 2
2 呉服 ・洋服類 20 22 自転車 2
3 醤油 ・味噌 ・酢 類 11 23 魚 2
4 酒類 8 24 小間物 2
5 雑穀 7 内1軒 :石 油、木炭売 買、回漕業も兼ねる。 25 缶詰 2
6 靴 6 26 菓 子 2
7 薬 6 27 印刷 2
8 紙 5 28 文具 1
9 金物 ・鋳物 5 29 鉄 1

10 時計 4 30 漬物 1
11 雑貨 4 31 茶 1
12 銀行 4 32 煙革 1
13 乾 物 4 33 畳 表 1
14 印房 4 34 漆器 1
15 陶器 3 内1軒 :木 炭 ・木材 問屋も兼ねる。 35 果物 1
16 本 3 36 ガラス 1
17 家具 3 37 絵 1
18 糸 3 38 運 輸 1
19 肥料 2 39 不明 9
20 染色 2 合計 158
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図 1 石 見 国 東 部 • 中 部 関 係 図 ( 「輯 製 二 十 万 分 一 図 復 刻 版 島 根 県 全 図 ( 明 治 22年 ) 」( 『日本 歴 史 地 名 体 系 33 島 根 県 の 地 名 』平 凡 社 , 1995) を加 工 引 用 )
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図 2 石 見 国 西 部 関 係 図 ( 「輯 製 二 十 万 分 ー 図 復 刻 版 島 根 県 全 図 ( 明 治 22年 ) 」( 『日本 歴 史 地 名 体 系 33 島 根 県 の 地 名 』平 凡 社 , 1995) を加 工 引 用 )


